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序

善光寺平は、 東縁に上信越国立公園山系より延びる火山性の

東部山地、 西縁を海底等の隆起による堆積性の犀川丘陵山地に

囲まれ、 南北に長く盆地が形成されています。 そして盆地内部

においても、 千曲川によりもたらされた沖積地、 それに注ぎ込

む大小の河川による扇状地が発達しております。 このような複

雑多岐にわたる地形の上に現在の長野市が成り立っています。

そこにはそれぞれの地形や立地に応じて様々な生活や生産活動

が見られ、 古代から営々と続いてきた人々の英知の集合とみる

こともできます。

長野市域には、 1千ケ所を越す埋蔵文化財包蔵地が周知され

ています。川柳将軍塚古墳などの国指定史跡を始め、集落遺跡・

生産遺跡・寺院跡・中世城館跡等多種多様に及んでおり、 その

保護のため努力しているところであります。

ここに長野市の埋蔵文化財第45集として刊行いたしました本

書は、 長野市篠ノ井西部に広がる水田地帯に所在します石川条

里遺跡の発掘調査報告書であります。 昭和62年度から平成3年

度にかけて、 圃場整備事業にともない継続的に調査を実施いた

しました当遺跡は、 千曲川対岸の更埴条里遺跡と合わせ、 全国

でも有数の条里的景観を誇る地域でもあります。

複雑な地形の一つの中に刻まれた先人の足跡を物語る、 発掘

調査によるささやかな記録ではありますが、 条里遺跡の研究や

地域史の解明に貢献できますれば、 この上ない喜びであります。

最後になりましたが、 5年にわたる調査の中で多大なご支援

ご助力をいただきました長野地方事務所、 圃場整備組合、 発掘

調査参加者の皆様等関係各位には、 本書の上梓をもって感謝の

意を表します。

平成4年3月
長野市教育委員会

教育長 奥村 秀雄



例 言

ー本書は、 高速道関連土地改良総合整備事業（篠ノ井西部地区県営圃場整備事業）にともない実施した埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

2

3

 

遺跡名は「石川条里遺跡」（長野市篠ノ井石川 ・ 塩崎地籍所在） と呼称する。
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発掘調査事業は、 長野県長野地方事務所長と長野市長との委託契約に基づき、 長野市教育委貝会（長野市埋蔵

文化財センタ ー）が担当した。

発掘調資は、 昭和62 年度より開始され、 平成3 年度まで継続的に実施した。

本書作成における作業は、 各調査員が分担し、 執箪分担は次のとおりである。
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プラント ・ オパール分析調査については、 御古環境研究所へ委託し、 その成果をIII章へ掲載した。

調査によって得られた諸資料は、 長野市教育委員会（長野市埋蔵文化財センタ ー） で保管している。
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I 調査経過

1 調査の契機

長野市篠ノ井の西部域（石川・ニツ柳· 塩崎） には、 条里的地割が認められる水田地帯が広かっている。 特に下

石川集落に南接する水田では、 東西5町、 南北4町程の条里的景観が良好に残される。 また、 千曲川対岸の更埴

市には、 条里水田調森の端緒を開いたとして研究史上著名な「更埴市条里遺構」が存在しており、 両地域をあわ

せた善光寺平南縁には、 県下でも有数規模を誇る条里景観地帯が形成される。

篠ノ井西部 域の条里的な地割について、 本格的に言及されたのは米山ー政氏である（米山1978)。 氏が指摘した

条里逍構の範囲は、 「上 石川 ・ 下石川・ 方田部落の南方、 平久保• 山崎部落の北一幣の水田地帯全域」であり、 更

埴市条里遺構の調査所見を引用しながら、 旧遺構が氾濫により埋没した後に再生された条里遺構であろうと考察

されている。 また、 字名の検討から、 篠ノ井西部 域の条里遺構が、 さらに広い範囲で敷設されていた可能性をも

推測されている。

川柳地区・平久保地区団体営圃場整備事業

この条里的な地割を一 部含み東南に接したニツ柳· 塩崎平久保地籍を中心として、 昭和57 年度に事業量46haの

「川柳地区」土地改良総合整備事業、 昭和63年度に事業掘13.4haの「平久保地区」土地改良総合整備事業が計画

され、 箔工の運びとなった。 対象地域は、 水田区画に規則的方向性が認められず条里的地割が明確には把握でき
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ない水田域をも含んでいたが、 米山氏の指摘するとおり、 現在の水田下に埋没した水田逍構の存在する可能性が

十分考えられたため、 県教育委員会文化課と市教育委員会社会教育課、 及び事業組合との協議を経て、 施行に先

立ち発掘調査を実施することとし、 市教育委員会が調査を受託した。 調査の結 果地下1 m前後に埋没水田層の存

在が確実となり、 以降継続される圃場整備事業に関しては、 事業に先立って記録保存を目的とした発掘調査を実

施することが決定された。 両事業は昭和63年度を最終年度として、 現地調査を終了し、 発掘調査報告書が刊行さ

れた。

篠ノ井西部地区県営圃場整備事業と長野自動車道建設事業

昭和62年度からは、 川柳• 平久保両圃場整備事業地の西側一 帯の石川・塩崎地藉において、 高速道関連土地改

良総合整備事業として県営圃場整備事業が開始されることとなり、 篠ノ井西部域に指摘されてきた条里的景観を

とどめる水田地帯のほぼ全域が、 圃場整備事業対象地に取り込まれる状況 を迎えた。 この結 果、 長野市教育委員

会は隣接した3 地区の圃場整備事業地内において個別に発掘調査を実施する形となり、 一連の水田遺構保護と位

躍付けながらそれぞれ連関させて調査を継続することとし、 平成2年度をもって、 現地調査を終了し、 平成3 年

度の報告書作成にいたった。 また、 圃場整備対象地を横断して建設が予定される高速道路用地内においても、 昭

和63年度から長野県教育委員会・長野県埋蔵文化財センタ ー が記録保存のための発掘調査に着手し、 調査研究が

継続されている。 同調査では、 広範囲にわ たって各時代の水田遺構検出が試みられており、 その成果報告には大

きな期待が寄せられている。

2 調査の経過

試掘坑調査

圃場整備事業の内容は、 区画に甚づいた用水路・排水路・ 道路の構築と、 区画内の整地とにより構成される。

地下の水田遺構は各時代にわ たると予想されるが、 平安時代に属するものが地表下1 m内外の位置と推定される

ため、 発掘調査の対象とした部分は、 施工において深い掘削が予定される排水路部分と、 将来的な掘削もありう

る道路部分とに限定した。 調査の方法は、 試掘坑（トレンチ）掘削により、 断面で堆積土 層の確認をおこない、 水

田遣構の埋没状態を確認することに主眼を置いた。 昭和62年度の調査開始以来、 トレンチの設箇数は103 本を数

え、 総延長は7 ,000mを越えている。

拡張区の調査

試掘坑調査により、 水田遺構の埋没が確認された場合、 施工により破壊が懸念される状況 に限って、 必要 に応

じてトレンチを拡張し水田遺構を平面的に検出することとした。 調究面積は広大な圃場整備事業面積のなかでは

微々たるものであるが、 6 ヶ所において1,4 00m'に上 っている。 その内訳は平安時代水田遺構1 ヶ所、 中世水田遺

構lヶ所、 近世水田遺構3 ヶ所、 古墳時代居住域遺構lヶ所、 となっている。

現地表の条里的景観の調査

昭和62·63年度には、 現地表に遺存する条里的景観を記録に留めるため、 その造存の良好な石川地籍を中心と

した28.5haについて1/500地形図を作成（委託） するとともに、 水利慣行・ 字名等について調査を実施した。

プラント・オパール分析調査

試掘坑設定により確認可能な水田遺構は地表下1mまでが限度となる。 さらに深い位置に埋没が予想される古

墳• 弥生時代の水田遺構については、 プラン ト ・ オパール分析調査を委託し、 水田遺構分布の可能性を探査する

こととした。 昭和62年度から平成3 年度まで継続された調査において、 試料採取地点は7 0地点にのぼる。
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6 2年度(I) 6 3 年度(IT) 元年度(ill) 2 年度CW) 3 年度

事業面積 4.5 ha 事業面積 29ha 事業面積 28ha 事業面積 12ha 

調 1 1/ 4�17 7 / 4� 8/3 1 8/21�10/19 9/4�10/29 11/14 

査 11/ 1�12/ 3 11/20�11/28 

日 12/14�l /29 

1�4号Wソチ 1�3 3号沙ソチ l区ー 1�13号 1区ー 1�26号 ブラソト・オパー,,

内 2号拡張区 1· 7·26号拡張区 2区一 1�s号 2区ー 1� 8号 補足調査
ブラント ・オパール分析調査 ブラソト ・オバール分析調査 3区ー 1� 6 号 3区ー 1号 報告書作成
地形測絨 地形測籠 4区ー 1�5 号 4区ー23号拡張区

現表条里調査 現表条里調査 5区ー 1号 ブラソト・オパール分析調査

容 1区ーA�C拡張区

プラソト・オパール分析調査

拡 平安水田( 2号） 中世水田( 1号） 古墳時代居住域遺構 近世水田(23号）

張 牛足跡・ 水路 近世水田( 7号） 渦並列施設
区 木製遺物集栢層 稲株痕・耕起痕

内 近世水田(26号）
容 水苗代痕• 暗渠

表 年度別調査内容

図3 石川条里遺跡と周辺の遺跡群(1 : 50,000) 
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調査地の空中写真（石川地区）

調査地の空中写真（塩崎地区）
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調査主体者

調 査機関

3 調 査体制

長野市教育委 員 会 教 育 長 奥村秀雄

長野市埋蔵文化財センタ ー 所 長 小木曽 敏(S. 62年度）

諏訪部和彦(S. 63年度）

水 沢国男(H. 元 ・ 2年度）

小山 正(H. 3年度～）

庶務係 所長補佐 小山 正(S. 62-H. 2年度）

山中武徳(H. 3年度～）

職 貝 倉田佳世子 (S. 62年度）

青木厚子(s. 63年度 ～）

調査係 調査係長 矢口忠 良

青木和明

千野 浩

主 事

主 事

主 事

専門 員

専門 員

専 門 員

調 査 員

調 査 員

飯島哲也 (H. 2年度～）

中殿章 子

専門主事 小松安和

専門主事 中沢克三(S. 63-H. 2年度）

専門主事 大室 昂(S. 63-H. 2年度）

専門主事 羽場卓雄(H. 3年度～）

横山かよ子 専門主事 太 田重成(H. 3年度 ～）

森泉かよ子 (H. 3年度） 職 員 今井悦子 (H. 元 ・ 2年度）

清 水 隆寿(S. 63年度） 調 査 員 矢 口 栄子 (H. 2年度～）

原 正樹(S. 63 ・ 元年度） 調 査 員 寺島孝典(H. 2年度～）

現表条里調査委嘱 小出 章 • 須藤当徳• 柳 沢 久博•南 沢滝蔵

地形図作成委 託 国際航業株式会社 長野支店

プラント ・ オパール分析調査委託 有限会社 古環境研究所

参加者（発掘） 五十嵐くに子 • 井堀五郎・ 岩崎弘子 ・ 上田忠男 ・ 内山直子 ・ 太田豊ー • 岡沢貴至子 ・ 岸田武子

北沢やすい ・ 北村利雄 ・ 北村芳雄 ・ 久保田忠男 ・ 倉石恵 子 ・ 小出史子 ・ 小塚邦子 ・ 小林卓也• 小林富子

駒村より子 ・ 坂田由利子 ・ 塩原恵 美子 • 島田美代子 • 清水 節子 ・ 高橋綾子 • 田中きよ江 • 田中祐子 ・ 千 野晴恵

中条武 良• 中沢源太郎・ 中沢孝子 ・ 中島ふじ子 ・ 西沢乾• 西沢正子 ・ 橋爪孝次• 花立めぐみ• 前野義人

南沢 近登•南沢仲三 • 宮崎和子 ・ 丸山純子 • 宮尾 妙• 三宅計佐美 ・ 三宅忠政 ・ 三宅利政• 宮長周造

矢島喜和子 ・ 矢島秀子 ・ 矢島 善治• 柳沢 操• 山岸さよ子 ・ 山田令子 ・ 山本富江 ・ 山本まり子 • 吉沢澄子

吉沢昇• 渡辺年治 （整理）池田見紀• 岡沢治子 ・ 小泉ひろ美• 徳成奈於子

5年にわ たる調査のなかで、 多くの方々のご支援ご助力をいただいている。 長野地方事務所・ 圃場整備組合の

関係者からは、 圃場整備事業との調整についてご協力をいただいた。 施工業者の川中島建設株式会社 ・ 北信土建

株式会社・ 中部建設株式会社からは、 現地調査の便宜をその都度はかっていただいた。 また、 長野県教育委 員会・

長野県埋蔵文化財センタ ー 諸氏から、 調査についてのご指蒻をいただいた。 厚くお礼申し上げたい。
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II 確 認 調査

1 昭和62年度の発掘調査

( 1 )  調査概要

昭和62年 度の事業対象地は塩 崎山 崎地籍であり、 施工 が進 められていた川柳地区圃場整備事業区に連接す る区

域に当る。 調査地の土層堆積状態 は、 中世段階 から現代に至るま での水田耕 作土下部 に、 千曲川氾濫層と思 わ れ

る砂 層が存在し、 それに覆 わ れる形で平 安時代の埋没水田 層が埋没している。 砂 層の堆栢 は西側 の地区ほど薄く

なり、 良好な状態 で水田 面を確認できたのは1号及び2 号ト レンチの東 側 においてのみであり、 その他 の地区で

は、 氾濫による水田 の廃絶 後比較 的早 い時期 に水田 が復興 したらし〈 、 上 部 からの耕 作により砂層 が消滅 したか

の様相 を見せている。 同 層より下には、 有機質 を多 量 に含む 水田 層が厚 い堆積をみせ、 木製 逍物 の包含 も確認さ

れた。 ま た、 調査地北側 の5 号 トレンチにおいては、 徐々に標高 が高 ま りを見せるのに対して、 埋没す る平安時

代 水田 層がほぽ 水平 状態 を保つこ とが確認され、 更 に上 部 に近世の所産 と思 わ れる埋没水田 層とそれを覆 う砂 層

の存在を確認した。 砂 層は千曲川氾濫に由来す るものではなく、 聖 川の氾濫に伴 う可能性も考えられ、 同 水田層

の追及 は今後の調査における課題 となった。 なお、 水田 面として良好な遺存状態 を示す 2 号ト レンチについて、

一 部拡張して水田 面の平 面的な検出を試み、 足 跡の残る水田 面及び畦畔 • 水路等 の確認に及ん だ。

(2) ト レ ン チ 内 の 土層 序

1 号

1

2
 

2 号 5 号
1号ト レ ンチ （全長57m)

1 一 現代にいたる耕 作土層

2 一 灰褐色粘 土層

3 一 砂混 合黄褐色粘 土層 （氾濫庖）

4 一 灰褐色粘 土層 （ 水 田 層 ） 中世？

5 ー 黒褐 色有機質 包 含 層

6 一 灰褐色 シ ルト 質粘 土層

7 一 灰褐色砂 層 （氾濫層）平 安時代

8 ー 黒灰色粘 土層 （水田府）平 安時代 畦畔 1 検出

2 号 トレンチ （全長72m )

lー 現代にいたる耕 作土層

2 一 砂混 合黄褐色 シルト 質粘 土層

3 一 砂混 合灰褐色粘 土層

4 一 灰褐色粘 土層

5 ー 黒褐色 有機質包 含 層

6 一 灰褐色 シルト質粘 土層

7 一 灰褐色砂 層 （氾濫層）平 安時代

8 ー 黒灰色粘 土層 （ 水 田 層）平 安時代 畦畔 4 検出

水田 層直下 に 木製 遺物 を含む 有機質包 含 層が存在す る。

5 号 トレンチ （全長114m )

lー 現代にいたる耕 作土層

2 一 砂混 合黄褐色粘 土層 近世陶 器 破片 出 土

3 一 灰褐色粘 土層 （水田層） 中世？ 畦畔 3 検出

4 ー 黒褐色 有機質包 含 層

5 一 灰褐 色 シ ルト 質粘 土層 （氾濫陪）

6 ー 黒灰色粘 土層 （水田層）平 安時代
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図 4 昭和62年戸又 の調査地 ( l : 5 , 000) 
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(3) 拡 張 区 の 調査状況

2 号 ト レ ン チ拡張区 (90mり

地表下1 .1m (標高354m付近） におい て 、 氾濫砂層に被裂 さ れ た 平安時代水 田 層 を 確認 し 、 トレンチ拡張に よ り

水 田 面 を 露呈する こ とと し た 。 南北方向の畦畔 2 本と東西方向の畦畔 2 本 、 お よ び、 東西 方 向 畦畔に伴 う 水路痕

跡 を 検出 し た 。 水 田 面 は 西 側 でやや標高 を 増す傾向が確認 さ れ た 。

畦畔規模は幅70cm前後、 上部が削平 さ れ て いるが低平な も のと推定 さ れ、 小規模畦畔に属する。 水 田 面 は 足跡

に よ る凹 凸 が著 し く 、 そ のなかに、 偶蹄 目 に特有な 2 又に分かれ た ヒ ヅ メ の痕跡 を 明 瞭に観察する こ とがで き る。

畦畔の両 脇にそ っ て 足踏 み を し た よ う な連続的な配列 も 認め ら れ、 水 田 がやや乾 い た状態で残 さ れ た も のであ ろ

う 。 浅 く 形態の不 明 瞭 な 凹 み は 牛 を ひ 〈 人 間の足跡であ ろ う か。 農耕牛の足跡と判 断 し た場合、 平安時代 9 世紀

代における東 国 での牛耕普及 を 裏付ける良好な資料となる。

東西方 向の畦畔にそ っ て 確認 さ れ た 水路の痕跡は 、 畦畔とと も に遺存状態 は 良 好 では な い が、 幅50 - 70cm深 さ

20cmの規模 を はかる。 中 粒砂に よ り 埋没 し た 状態にあ り 、 畦畔お よ び周辺の水 田 土壌に も 砂粒が多 く 混入 し て い

る。 断 ち 割 り に よ る内 部の調査に よ り 、 畦畔の 内 部に は 杭 を 含む 木材の埋没 が確認 さ れ、 そ の下部に さ ら に粒子

の粗い砂層の存在 も 確認 さ れ て いる。 用 水 を 目 的と し た 水路と し て 長期 間に渡 り 機能 し て い た こ とが推定でき よ

う 。 出 土逍物に は 、 土師器 ・ 須 恵器杯破片 、 灰 釉 陶器破片に混 じ っ て 、 モ モ 核 ・ ク ル ミ な ど 自 然遺物 も 含 ま れる。

当 該調査における平安時代水 田遺構のなかで、 水路と し て は 唯一の確認例となる。

なお、 こ の拡張区近辺の ト レンチ掘削におい て は 、 平安時代水 田 層の 直下に木製品の出土が確認 さ れ た た め 、

拡張区の一部 を 掘 り 下げ て 、 木製遺物の検出につとめ た 。 木製品 を 含ん だ木製遺物は 、 水 田 層 直下に堆積 し た 薄

い 植物遺体堆積層 中に 包 含 さ れ てお り 、 はとん ど高低差 を 持た ず幅 l m 前後の帯状に分布する傾向が認め ら れる。

樹皮 を そ の ま ま に残す 自 然木 ・ 建築廃材 ら し き 板材な どに混 じ り 、 田下駄 ． 鍬鋤柄等の道具類 も 確認 さ れる。 自

然 木に は 長 さ 1.5m を 越 え る直径 5 cm程度の広葉樹直枝が存在 し 、 そ のはとん ど は 人為 を 伴 っ て 選択 さ れ た 木製逍

物群と判 断 で き よ う 。 上部に は 氾濫砂層に被覆 さ れる南北方 向の畦畔が存在 し て いるが、 木製逍物群の分布とは

直接のかかわ り を 持 た な い よ う であ り 、 その埋没年代 は 水 田 の廃絶年代 を さ かのぼる も のと推定 さ れる。 出土状

態か ら み て 、 水 田作土の下に意識的に踏み 込 ま れ た 様子が う かがわ れ 、 水 田 耕作との関係か ら 、 その埋没の事情

につ い て は 輿味深い も のがある。

2 号ト レ ンチ拡張区調査状況

-10 -



゜

9、)， ゜
' 0  ， 

t?, 
‘’ ゜ I ， 

0 0 
゜

l ヽ
I 0 。

0 , O ヽ
D ' 0 Q o包 o

I ゜ 0 OO 
() 0  

下層掘 り 下げ
I c:::, D - - - - - 0 - - -。- - - ·""'- - - - - - - - • 0 

。 0 o ·. ゜ 範囲 oO 

0 O O '7  = 。 。� -
々 ゜ ヽ

o0 o 

cこ）
゜

o ぢ の0 o 

゜
o' 

゜

4 m 

＠

 図5 2 号 ト レ ン チ拡張区 (1 : 100) 

2 号 ト レ ン チ拡張区 （南西 よ り ） 畦畔脇の ヒ ヅ メ 痕

2 号 ト レ ン チ拡張区 （北東 よ り ）



2 号 ト レ ン チ拡張区畦畔 と 水路 （上層 ）

木製品 出 土状態
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2 昭和63年度の発掘調査

( 1 )  調査概要

昭和63年度 の事業対 象地 は、 現況 の水田 において条里的 な景観を最 も 良 好 に保 存 している下石川地範 と、 その
南 側 に広 がる塩崎 山崎地 籍の双方 に及ぶ ことになった。 設置したト レ ン チ総数は33本 を数え るが、 広範囲に わ た

るためか、 各地 域毎 に土層 堆和 のあり 方 が変 異 をみせ、 一 概 には比較 検討 できない様相 を呈 している。 総体 とし

ては、 堅 川沿 岸に近づく は ど、 砂礫質 の河 川堆梢 物 が目立っ て醤 を増 し、 千曲 川氾濫に よる堆栢 を圧倒 している

かのような印 象を受ける。 聖 川沿 岸の水田 区画に、 最 大幅50111 にわ たり 帯状 に観察 される条里 的 区画 の乱 れは、

中世～ 近世 に度重 なったであろう聖 川氾濫の堆栢 による水田 区画の荒廃 を物語 るも のと考 え られ、 今 回 のト レ ン

チ調査 所見 を考え あわせて、 現在み られる天井 川としての聖川 形成の過程 を検証 してゆ く ことも 可能 であろう。

この、 聖川 氾濫による活 発 な堆租活動 にとも ない、 前年度 までは ぱ恒常的 に確認 されてきた平安時代 水田 岡 は埋

没深度 を著 し〈 下 げ るらし〈 、 ト レ ン チ掘 削の範囲（地表下 I m 前後）でそれを確認できない場合が多 い。 それに

かわ って、 上 部 の厚 い堆栢土帰 中 に氾濫層 により 被覆 された状態の中 世 ・ 近世 の水田遺構 が良好 に観察 される場

合があり 、 当該辿跡 に埋没が予想 される複 数の水田 遺構のなかに、 新 たな所見 を加 え るこ とが可能 となった。 た

だし、 中世 ・ 近世 の水田 遺構 を被裂 する氾濫層 は局 地的 かつ小規模 にとどまるため、 平安時 代水田 の埋没状態 と

は異 なり 、 全体 としての連続 範囲 を把握 してゆ 〈 ことは困 難 といえ よう。 なお、 この中世 ・ 近世 水田 遺構に関 し

ては、 埋没位置 が浅 〈 、 施工 により 影評 を受けることが予想 されたため、 3 ヶ所において、 ト レ ン チを拡張 して

平 面的 な遺構 検出 を試み 、 記録保 存をはかることとした。 1号ト レ ン チ拡張区 では中世 水田 面 と畦畔 、 7 号 ・ 26

号ト レ ン チ拡張区 では稲 株 • 田 起 こし・ 苗 代の痕跡 を残す近世水田 面と畦 畔 の確認に及んだ。

(2) ト レ ンチ 内 の 土層序

1 号

- 1 111 .. 
8

 

7 号ト レ ン チ （全長124m)

lー 現代 にいたる耕作 土層

2 ー 赤褐色砂 層 （近世氾濫陪）陶磁器類破片 多 数出 土

3 一 褐灰色粘 土陪 （近世水田 ］杓）畦畔 7 検出

4 ー 砂 を混 合した灰褐色粘 土層

5 一 褐灰色粘 土層

6 ー 砂 を混 合した灰褐色粘 土I屑

7 ー 赤褐 色砂層 （氾濫J層）中世 ～ 平安時代 ？

8 ー 黒褐色粘 土層

1号ト レ ン チ （全長1 10 111 )

lー 現代 にいたる耕 作土層 下 部 に断続的 な砂層 堆栢

2 一 灰褐色枯 土層 （中世水 田 陪）畦 畔 3 検出 水田 而 よ

り 中世 内耳土器 • かわ らけ多 数出 土

3 一 灰 褐 色粘 土層 赤褐色斑 を多く 含む

4 一 灰褐色粘 土層

10号ト レ ン チ （全長63m)

lー 現代 にいたる耕作 土層

2 一 砂 を混合 した赤褐色枯 土陪

3 一 砂 を混 合した灰褐色粘 土層

4 ー 砂 を混 合した灰 褐 色粘 土層 赤色斑紋 多 い 等間

隔 に並列 した溝 状 遺構が掘 り 込まれる

5 ー 砂 を混 合した灰褐色粘 土層

6 一 褐 色砂層 （氾濫陪）中世～ 平安時代 ？

7 一 褐灰色粘 土層
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図 8 昭和63年庇又 の調査地 ( 1 · 5 , 000) 
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l l 号 1 7号 19号 25号 26号

11号 ト レンチ （全長180m)

lー 現代にい たる耕作 土層

2 一 灰褐色粘 土層 下 部 に薄 い 砂 の堆積層

3 一 灰褐色粘 土層

4 ー 砂 を 混 合し た灰褐色粘 土層

5 ー 褐灰色粘 土層

6 一 褐色砂 層（氾濫陪）

7 ー 黒褐色粘 土層（水 田 層 ） 畦畔 2 検出 平安時代？

19号ト レ ン チ （全長lOOm)

lー 現代にい たる耕 作土層

2 一 褐灰色粘 土層 赤色斑紋 を 含む

3 一 褐灰色 シ ルト 質粘 土層

4 一 灰色砂 層 （氾濫陪）

5 ー 黒褐色粘 土層 （水 田 層 ） 平安 時代？ 畦畔 5 検出

6 一 緑灰色粘 土層

25号ト レンチ （全長97m)

一

ー

2

3
4

[
5

6

砂
[

〗
[

1

3
[

 

2
 

17号ト レ ンチ

1 一 現代にいたる耕 作土層

2 一 砂 を 混 合し た褐 色粘 土層

3 一 褐 灰色砂礫 層（氾濫層）聖川氾濫？

4 一 灰褐色粘 土層 （水 田 層） 中世？ 畦畔 1 検出

5 ー 砂 を 混 合し た褐灰色粘 土層

2 1号ト レ ンチ

1 一 現代にい たる耕 作土層

2 一 褐灰色粘 土層 鉄分沈 着

3 一 灰 白 色粘土 層 赤 色斑紋 多い

4 一 褐灰色粘 土層 下部鉄分沈 着

5 一 褐灰色粘 土層

6 一 灰黄色 シ ルト 質粘土 層

7 ー 黒褐色 シ ル ト 質粘 土層 上 部 に粗砂 を 混 入 し 西側

で砂礫 層に移行 古墳時代土師器 破片 出土

（全長ggm)

（全長ggm)

lー 現代にいたる耕 作土 層

2 一 褐灰色粘 土層 赤 色斑紋 内耳 土器 • 青磁 出土

3 一 褐 灰 色粘 土層

4 一 褐灰色 シ ルト 質粘 土層

5 一 褐灰色粘 土層（平安時代水 田 層） 土師器 破片 出土

6 一 褐 色粗砂 層（氾濫罹）古墳時代？

26号ト レ ンチ （全長95m)

1 一 現代にいたる耕 作土層

2 一 砂 を 混 合し た灰 白 色粘 土層 鉄分沈 着 北側 で砂

層へ と移 行する 近世陶磁器 破 片 出 土

3 一 褐灰色枯 土層（近世水 田 層） 畦畔 3 検出

4 ー 砂 を 多く 混 合し た褐灰 色粘 土層（氾濫層）

5 一 褐灰色粘 土層（水 田 層） 中世？ 畦畔 l検出

6 一 灰黄褐色粘 土層

7 ー 黒褐色砂 層（氾濫層）

8 ー 褐灰色粘 土層（水 田 層）平安時代？ 畦畔 1 検出

- 19 -



試掘坑掘削状況

覧�-

1 号 ト レ ン チ 拡張区の検出

(3) 拡 張 区 の 調査状況

1 号 ト レ ン チ拡張区 (360mり

試掘坑掘 削状況

1 号 ト レ ン チ拡張区の測最

地 表下6 0cm(標高355m 付近）において、 ご く 薄 い砂 層に被覆 された中 世 水田 層を確認し、 ト レ ン チ拡張により水

田 面 を露呈す るこ ととした。 水田面 を被覆す る砂層 は、 本来氾濫による堆積 に由来するものと考えら れるが、 上

部 土層 における水田 耕 作の影響 を受 けて変質 している可能性が高 い。 検出 作業の結果 、 東西方向 の畦畔 2 本 と凹

凸 の著 し い水田 面 とを確認した。

検出 された2 本の畦畔 は、 上 部耕 作にともない削平され失 わ れているらしく 、 水田 面 との比高差 はわ ずか1 0cm

程 度と低平 ではあるが、 幅2 . 5mの大形畦畔 と、 幅50cm の小形畦畔 と判 定される。 いずれも東西 方向 に走 り 、 その

間 隔 は1 7m前後 と推 定できる。 幅2 . 5mを測る大形の畦畔 は、 条里的 地割における坪境に該当す る可能性 が指摘で

きる。

水田 面には無 数の凹 凸 が認められ、 荒 れた状態を示 し ている。 当該 水田の耕 作にともない形成された足 跡とも

考えら れたが、 水田面 を被覆す る砂層 のあり 方か薄 く 断続的であるこ とから、 む しろ 上 部水田 の耕 作にともなっ

て形 成された凹 凸 と考えた いとこ ろ である。 削平され平坦 であるはずの畦畔頂部 にもこ の凹 凸 が認めら れるこ と

はその傍証 といえる。 なお、 上部砂 層及び水田 面から 、 中世 内耳 土器 とかわ ら け破片2 0点余 り の出 土をみており 、

水田遺構 の年 代根拠 となっている。
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図 9 1 号 ト レ ン チ拡張区 ・ 東 ( 1 : 100) 
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図10 1 号 ト レ ン チ拡張区 ・ 西 ( 1 : 100) 

1 号 ト レ ン チ拡張区 ・ 東 1 号 ト レ ン チ拡引



7 号 ト レ ン チ拡張区 (410mり

地表下3 0cm (標高356 . 2m 付近） において 、 氾濫砂 層に被毅 された近世水田 層を確認し、 ト レンチ拡張により 水田

遺構面 を露呈 するこ ととした。 南北 方向 の4 本の畦畔 により 区画される水田面 が検出 され、 それぞれの水 田 面 の

状態が、 きわ めて 良 好 に観察 された。 水田 面 は西 側 は ど高 く 、 1 0cm近 く の比高差 をも って 漸次 東へ と標高 を滅 じ

て おり 、 比較的落差 の大 きい地 形上 に形成さ れて いるといえる。

畦畔 は、 幅6 0- SOcm の小規模なも ので、 水田 との比高差 は最大 で2 0cm を測り 、 上 部耕 作による削平か及んでい

ないため、 逍存状態か良好 である。 東 側 から1 - 4 号畦畔 と呼称する。 畦畔 の方位 は1 · 3 · 4 号畦畔 が同 じ 角

度 にあり 、 さ らに現在の 水田 区画 に見え る畦畔位固 と わ ずかにずれをも つ も のの、 は ば一致 する位 置関係 にある

こ とが観察 さ れる。 畦111半 の間 隔 は1 - 3 号 が26m、 3 - 4 号 が約lOmと推定される。 こ れに対して 、 2 号畦Ill半 の

みが北 から西側 へ3 0·近 く の傾 きをも ち、 平 面 形態も 他 にく らべ て 不 整形であるこ とが注意 される。 本来の地割 と

は別 の2 次的 な区画 を目 的 とした畦畔 と判 断さ れる。

水田 面 の状態も こ れと関連 して 畦畔 区画毎 に様相 を異 にする。 1 - 2 号畦畔 区画内 には鋤 により 作土 を耕起 し

たときにできたと思 わ れる鋤先 の痕 跡が明 瞭 に観察 される。 鋤先痕 跡の規模 は、 刃 幅25cm程度 、 深さ は10cm以 内 、

1号畦畔横 では畦ill半 に沿 って 、 2 号畦畔 側 では畦畔 に対して 45° 程度 の角 度 をも って 、 いずれも 2 つ の凹 みを1 対

として 縦列 に連続する。 隣り 合う列 の掘り 込 みは逆 方向 である場合が多 く 、 5 - 6 m幅 の範囲 を往復 しながら耕

起 した結果 をあらわ して いるも のであろう。 ただし、 観察 されたとおり 、 田 面 に鋤先 の痕 跡が露出 した状態で残

されるこ とは、 通常 の田 起 こ しでは考えられない。 耕起 さ れた土塊 を他所へ と移動 した可能性を想定して おく 。

こ れに対 して 鋤先 の痕 跡が不 明 瞭 な部 分では、 耕起 された土塊 が重なり あい、 押 し潰 さ れたような状態が観察 さ

れ、 まさに田 起 こ しさ れた水田 の情 景 を見せて いる。 また、

一 部 に耕起 されて いない範囲 が残 されて おり 、 田 起

こ し作業 の途上 を示 すも のであろうか。 なお、 こ の区画 内に幅3 0cm 内外、 深さ最大 で4 0cm を測る2 条 の溝か平行

して L 字 形 に掘 り 込 まれて いる。 裂 土は水田 を被毅 して いる砂 と区別 が困 難 であったが、 耕起 さ れた土塊列 を切

り 込 んでいるこ とが明 らかであり 、 上 部 水田 層からの掘り 込 みによると判 断される。

2 - 3 号畦畔区画内 は、 最大幅13m程度 の矩 形を呈 する水田 区 画と予 想される。 3 号畦畔 側 の幅 4 mの範囲 を

除 いて 、 耕起 さ れた土塊 が重 なり 合う状態にある。 耕起 されて いない範囲 には、 幅4 0cm 、 深さ4 0cm 、 長さ2 . 8 - 2 . 2

mの溝 が検 出 範囲 で10本 、 3 号畦畔 に直交 する角 度 で並列 して 配 置されて いる。 溝 の間 隔 はやや不揃 ではあるが、

1. Sm ( 1 間） を目 安 として いるらしい。 覆土 は水田 を被毅 する砂層 と同様 であり 、 遺 物 の出 土 はない。 その配列

状態から、 耕起 されて いない田 面 を確実 に意識 して 構築されて いるこ とか観察 され、 当該 水田遺構に伴 う掘 り 込

みと判 断して おきたい。 溝列 は、 他 の地 区でのト レ ン チ調査において も 、 断面観察 で確 認例 があり 、 水田 耕作 と

何 らかの関連 をも って理解 したいとこ ろである。 その性格につ いて は今 後の検討 に任せたい。 なお、 こ の耕起 さ

れて いない水田面 範囲 には稲 株 の痕 跡が明 瞭 に観察 される。 同部 分には砂 が入 り 込 み、 斑点 状 に赤褐色 を呈 して

いる。 こ の斑紋 は、 上 部砂層 中 にも 5 cm 程度 は連続して おり 、 収穫 後の稲 株 の痕 跡であるこ とを予想 するこ とか

できる。 その配列 を見ると、 一列 に連続した状態と見るより 、 無 作為 で乱雑 な状態にあると判 断さ れるとこ ろで

あり 、 除草車 を導入 する以 前の段階 の、 列 を重視 する必要 のない田 植 のあり 方を示 す実例 として 興味 深い所 見と

いえる。

3 - 4 号畦畔区画 内は、 幅13mの長方形水田 区画を呈 するも のと判 断される。 4 号畦畔 側 の2 - 3 m幅 の範囲

を除 いて 、 耕起 された土塊 が重なり あい、 田起 こ しの痕 跡が明 瞭 に観察 される。 こ の水田 面を東西に横切 り 、 4

条 の溝 が構築さ れて いる。 幅3 0-4 0cm 深さ3 0cm以 内の規模であり 、 は ぼz m幅 のなかで並列 して いる。 西側 4 号

畦畔手前では掘 り 込 みが収束 するも のの、 東側 は3 号畦畔 を切 り 込 んでさらに伸びる様子 であり 、 調査範囲では
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7 号 ト レ ン チ拡張区 （北東 よ り ） 7 号 ト レ ン チ拡張区 （南西 よ り ）

耕起の痕跡 鋤先痕跡の配列

その全長を確認できない。 覆 土は水田遺構を被覆 する砂 層とほぱ 等質 ではあったが、 3号畦畔 と田起 こ しの痕跡

を切 り込んでいるこ とが明 らかであるため、 上 部 水田層からの後世の掘り込みと判 断される。 4 号畦畔 の南側 で、

現在の水路には ぽ重なる位置に確認された3 条 の溝 も、 水田遺構埋没後に氾濫層上 部 で形成され、 現 在にまで連

なってきた水田に伴 う掘り込みであり、 当該 水田遺構とは直接 のかかわ りを持 たない。

氾濫層と水田面 からは、 100 点前後の陶磁器 破片 、 寛永通宝 4 枚 など、 近世遺物 の出 土があり、 水田遺構埋没の

年代 を江戸 時代 と考えて大過無 いものと考える。 文献 記録にあらわ れた 多 く の洪 水記 事と対応 させ、 その実年代

を確定する作業は今後の課題 としておく 。 なお、 当水田遺構の畦畔 位置が、 現在の水田面 における区画とおおよ

その一致 をみている点は、 水田を埋没させた氾濫が、 区画を復 旧できる範囲での局 地的な規模であった可能性を

示唆 してく れる。 また、 埋没時点には、 水田の区画かすでに条里的地割 から逸脱 し、 不 整形な区画 を呈 していた

可能性も指摘できる。 平安時代 における広範 な条里的地割 に基づ く 水田遺構分布から、 当該 地にもかつては条里

的水田区画が存在したと仮 定するなら、 それが失 わ れた年代 は、 さらに 古 〈 さかのほ らせて考えるべ きか。
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鋤先痕の検出

稲株痕 （砂層 中 ）

暗渠断面 と 立 ち上が り （土管）
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26号 ト レ ン チ拡張区 (210m.') 

地表下約4 0cm(標高357 .3m付近） において、 氾濫砂 層に被覆 された 近世水 田層を確認し、 トレンチ拡張により水

田面を露呈 することとした 。 南北方向 の畦畔 1本と東西方向 の畦畔 3 本、 及び、 極細 の畦畔 状 施設により、 水 田

面を短冊 形に細 長く仕切 った 施設を検出した 。

畦畔 は、 幅50- lOOcm 、 高 さ15cm 前後の小規模畦畔 に属する。 南北と東西の畦畔 は「 卜 」 の字形に交差 して十字

に直交 してはいない。 南北方向 の畦畔 を1号 とし、 東西方向畦畔 のう ち西側 に交差 する2 本を北から 2 · 3号 、

東側 に交差 する1本を4 号畦畔 と呼ぶ 。 1号畦畔 により区画された 西 側 水 田面は、 2 · 3号畦畔 によって長さ24

m の水田区画が形成されている。 さら にそ の中 が極 細 の畦畔 により細 長〈 仕切 ら れ、 北から 15m 地点4 号畦畔 の

交差 部付近 を境として、 北側 は南北方向 に、 南側 には東西方向 に小区画が設定されている。 極細 の畦畔 はほぼ等

間隔配 置され、 そ の間 隔 は1m 弱 を測る。 幅 、 高 さともに10cm 以 内、 水 田面 から 浮 き上 がるよう に逍存する部 分

もあり、 そ の構築状態は脆弱 で仮 設的な施設と判 断されるところである。

東側 水 田面では、 4 号畦畔 を境として北側 には極細畦畔 による東西 方向 の小区画が確認された が、 南側 にはそ

の痕 跡は認めら れていない。 また 、 北側 の極細畦畔 が1号畦畔 と接合関係 を持 た ず 、 そ の始まりが1号畦畔 から

2 0- 30cm の間 隔 を開 けていること、 さら にそ の先 端 がわ ず かに屈 曲する傾向 も注意 される。 取水 口 としての機能

がこの部 分に負 荷 されている可能性が指摘できよう 。

ここで極細畦畔 と呼 んだ、 水田面を幅 1m 弱 に細 長く仕切 る施設については、 調査現場に来訪された 下 石川 在

住の南沢 安喜 氏のご 教示 によると、 かつ て存在した と伝えら れる 「水苗 代」 の一種 である可能 性があるという 。

「陸苗 代」 登場以 前には、 数枚 の水 田に水 を湛えて、 複 数農家 が協同で苗 代として利 用するという 大規模な苗代

施設が存在した ら し〈 、 調査により露呈 された 近世水 田遺構の様 をみてそ の情 景 が想起 された とのことである。

ここで、 極細畦畔 が仮 設的な構築状態にありながら 、 規 格性に基づいた区画として設置されている点は、 重要 な

要素 と思 わ れる。 単 に湛水 のみを目的とした 場合、 当遺構に見ら れる整然 とした 細 長い小区画の設計 は無意味 で

あり、 そ こになにかしら の意 義 を見出すべ きか。 南沢 氏の想定は、 そ の意 義 を加味 した 賞重な所見といえる。

なお、 調査範囲を斜 めに切 り込んで、 現在までの水 田耕 作に伴 う 暗渠 遺構も検出されている。 平石 により蓋 を

した 石組構造 によるものと、 土 管を連結 し上 部 を平瓦 により覆 った た ものとが、 並列 して構築されている。 土 管

によるものは、 前者の機能低 下を補 う た め、 後から 付 け加えた ものか、 いず れにせよこの暗渠 施設は圃場整備事

業直前まで排水 施設として機能 していた ものであり、 現在の水 田面から 4 0cm下 に設置されている。

同じく地元 の南沢 氏から のご 教示 によれば 、 当地域で盛 んに暗渠 が敷設されるよう になった のは、 麦 の二毛 作

に起因 しているという 。 稲 の取り入 れ後に麦 を作付 けるた めには、 水 田面を乾燥 させる必要 があり、 排水の不 良

な水 田においては暗 渠 が必要不可欠 とされよう 。 田植 の時期 には、 水 路に落ちる暗渠 の落し口 を閉鎖 しさえすれ

ば 、 逆 に暗渠 から 用水 が溢 れ出て、 湛 水に際 しても便 利 な施設となるという 。 また 、 暗渠 構築石材 は、 上 石川 の

山で産 出するた め、 調達か容易 であった そ う である。 暗渠 の内部 には 「 ソ ブ」 と呼ば れる赤褐色 の泥 が時間 とと

もに沈殿 堆積するた め、 しだいにそ の機能 が低 下してゆ 〈 という 。 そ こで、 中 に沈殿 した 「ソ ブ」 を取り除 き、

流 れを良くする作業が必要 となる。 水 田面から 細 い鉄棒 を突 き刺 してポー リ ング の要領 で暗渠 の位置を探り、 掘

り返 して蓋 石を外し内部 を掃除 した そ う である。 これを暗渠 を「ミ ガ ク 」 と称し、 だいた い一世代に一 回 は義 務

付 けら れ、 水 田の排水 状況 が保た れてきた という 。 今回 のト レンチ掘削の調査においては、 石組の暗渠 施設に遭

遇 する場面が多 かった 。 何 れの暗渠切 断面から も、 地下水 が間 断な〈 流 れ出て、 調査においては厄介 な存在では

あった ものの、 目に見えぬ 地下に張り巡 ら されていた 排水 施設網 の存在には目を見張るものがあり、 そ の敷設労

力を考えるとき、 圃場整備の施工 により消滅 することとなる遺産 の大きさを思 い知 ら される。
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図12 26号 ト レ ン チ拡張区 ( 1 : 100) 
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3 平成元年度の発掘調査

( 1 )  調査概要

第 3 年次 の調査は、 高速道路用地 を挟 んで塩． 崎四 野宮 ・ 角 間 地籍が事業対象地 と なった 。 対象地 は、 高速 道 路

用地等 により 分断され、 施工 に際 してもいく つかのエ 区に分かれて着手 されるた め、 便宜的に5 ヶ 所の調査区を

設定し調査を実施す ること と した 。

I l l - 1 調査区

高速道路用地 内 において検出 された 大 規模 な古墳時代～ 中世の居住域 遺構に隣接し、 その連続部 分が施工範囲

に含まれると 判 断された 地 区 であり、 従来の水田遺構のみを対象と した 調査方法では記録保 存に対応 できない状

況 が懸念 された 。 高速 道 路用地内 の調査所 見によれば、 居住域と して利用されている微高 地は、 地下 の比較 的浅

い位 置に埋没 していると 予 想 された た め、 道路 ・ 排水路 設置部 分に限らず整地エ範囲をも保 護の対象範囲に含め

て、 盛土等 により 現状保 存の措晋 か適用できない場合に は、 記録保 存のた めの発掘調査範囲を従来にな〈 広範囲

に設定せざ るをえないと いう措誼 も予 想されると ころであった 。 いずれにせよ、 同居住域遺構の分布範囲、 埋没

深度 と 施 工により 影閻 の及ぶ範囲 に関しては、 試掘坑 調査によりその確定を急 ぐ必要 があり、 調査の進捗 を待ち

なから、 その都度保護 協 議 を重 ね 、 状況 に応 じて保 護の方策 を模索す ること を調査の方針 に据えた 。

18本 の試掘坑 調査 の結果 、 予想 外にも居住域逍構の連続範囲 を確認す るには及ば ず、 その北側 に低湿 地をはさ

んで、 もう一 つの居住域逍構 を確 認するに至った 。 新た に検出 された 北側 の居住域遺構は、 幸 いにも縁辺 部 のみ

が圃 場整備施工範囲 に含 まれる状態にあり 、 埋没 位箇が浅 〈 施 工による削平が及ぶ と 判 断された この部 分に限っ

て記録保 存の対象範囲 に含 めること と し、 平面的 に発掘調査を実施した 。 以降、 この地 区については、 字名を冠

して「枡下 （ク ネ シ タ ） 地 点」と 呼称し、 水田 遺構と しての石 川条里遺跡範囲内 に存在す る古墳時代居住域地点と

してと らえること と す る。

詳細 についてはIV章 に譲 るが、 調査の結 果、 丘陵 から連続する尾根 状 地形 から氾濫原と しての低湿地へ と 移 行

す る自 然地形 を利用 し、 一辺lQQm 規模 の方形 区画の一 端 が検 出された 。 その一角 には葺石 状 の集石遺構の存在 も

明 らかと なり 、 低湿地へ の落 ち込み部 分に、 廃棄 された きわ めて多 数の土器 と と もに石釧 • 玉類 の出土がみられ、

高速道路用地内居住 域遣構 と 類似 した 状況 が把握された 。 これらの所見から、 枡下 地点における古墳時代居住域

遣 構の性格 に関して、 近 接す る川柳将軍 塚 古墳• 中郷神 社古墳など前 方後円墳造 営 にかかわ る氏族 の居館 跡、 あ

るいは、 居館的 な性格 を強 めた 拠点的 な集落跡と 位置付 けること も可能と 判 断している。

なお、 これらきわ めて重要 な遺構 検出 のあった 本 調査区に関しては、 現地調査完了 の後、 長野地 方事務所と の

協議により 、 施工 に当 た って可能 な限 り地下へ の影咽 を抑えるよう慎重工事を要請 し、 記録保 存の対象範囲にお

いても、 埋 め戻 しにより保存 がはかれるよう保 護策 を講 じた 。

I l l - 2 調査区 （角 間地籍）

塩崎集落 域に接す るこの水田 域は、 戦 中戦 後の食糧難 にと もない、 畑 地から水田に転 作された 範囲か多 いと い

う。 このこと は、 字名に残る 「 西畑」 の地 名からも類推されると ころである。 調査の結 果、 現在 の畑地 に接した

字 「 西畑 」範囲では、 平安 時代氾濫砂 層に被覆 されて、 畑 跡あるいは居住域と 考えられる旧地表面の検出に及び、

地形的 には微高地 と しての自 然堤防 に含まれる範囲と 考えられた ( 1 号 ト レ ン チ ） 。 それより北西地 域字「 南小坪•

柳 岸田 」 においては、 平安時 代氾濫砂 層に覆 わ れた 水田遺構の埋没 が確認され、 従来どおりの所見を得た(2 -6 

号 ト レンチ ） 。
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1 1 1 - 3 調査区

聖川西岸 に あ たる こ の地区は 、 同 河川の氾濫の影響か ら 堆積活動が活発 な た め 、 埋没する平安時代 水 田 遺構 ま

での深 さ が z m 近 く に 達するこ とが予 想 さ れ て い た 。 試掘坑に よ る調査所 見 では 、 地表下深 さ l m ま での間 で、

中 ・ 近世の数枚の水 田 層の存在 を 確認 し た も のの、 掘削の範囲 内 では 平安時代水田遺構に ま で到達するに は 至 っ

て い な い。 中 ・ 近世の水 田 層 は 、 聖川氾濫砂礫層 に 裂わ れる場合があ り 、 水 田 遺構 を 遺存 さ せる部分 も 認め ら れ

るとこ ろ である。

1 1 1 - 4 調査区

西 側 が 山 陵に 接 し てお り 、 圃場整備対象地のなかでは 最 も 傾斜の急な地域 に 属 する。 5 本の試掘坑 を 設定 し た

結果 、 概 し て 、 水 田 土壌の堆積が薄 く 、 こ の地域の開 田 が新 し い時代 に 属 する こ とが う かがわ れ た 。 部分的 に で

は あ るが、 地下 1 m 内外の位置におい て 、 古墳時代 ～ 弥生時代の遺物包含層 （黒色土層） が検出 さ れ、 該期 におい

て は 、 耕作地と し て よ り も 居住域と し ての土地利 用 が優先 さ れ て い た 可能性 を 示 し て いる。 ま た 、 i疑灰岩に 由 来

する硬い地山 層 も 、 比較的浅 い位置におい て 確認 さ れ た 。 上部水 田 層 は 、 い ず れ も 連続 的 な 堆積状態 を 示 し 、 他

地域におい て確認 さ れる明瞭 な 氾濫堆積 は 確認 で き な い。

I l l - 5 調査区

調査抗の設定が 1 ヶ 所に と ど ま り 、 不十分な所見では あ るが、 平安時代氾濫砂層の堆積状態が良好であ り 、 そ

れ に 被覆 さ れ た 水 田遺構の遺存状態 も 良 好と確認 さ れる。 上部に は 、 中 ・ 近世の氾濫痕跡 を 示す砂混 り 土層の堆

梢が認め ら れる も のの、 明 確 な該期水田遺構の確認 は な さ れ て は い な い 。

(2) ト レ ン チ 内 の 土層序

I l l - 1 調査区

2 号 1 1 号
〇 " �· �·· . ..,,, 

11号 ト レ ンチ （全長67m)

l ー 現代に い たる耕作土層

2 一 砂混合 し た 褐色粘土層

3 ー 砂 を 混合 し た 灰褐 色粘土層

4 ー 砂 を 混合 し た 褐色粘土層

5 一 褐灰色粘土層

6 ー 黒灰色粘土層

1 7号 2号 ト レ ン チ （全長34m )

8
 

1 一 現代に い たる耕作土層

2 一 灰 色粘土

3 一 灰 褐 色粘土

4 ー 砂 を 混合 し た 黄褐色粘土

5 ー 黒 色粘土 （平安時代水 田 層 ？ ）

17号ト レ ン チ （全長12m)

l ー 現代に い たる耕作土層

2 一 砂混合 し た 褐 色粘土層

3 一 灰 褐 色粘土層

4 一 灰褐色粘土層

5 一 灰 色粘土層

6 一 褐灰色粘土層

7 ー 黒 灰 色粘土層

8 ー 褐灰色粘土層
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高速道居住域遺構 （中世） と の関連

12号 トレ ン チ・ 14号ト レ ン チにおいて は、 幅 2 - 3 

m、 深さ1 m以上 の溝 が確認されて いる 。 覆 土か らの

遺物出 土がなく 、 時代を特 定できないが、 断面で確認

される 掘り込 み位置 （表 土下40cm 前後） か ら類 推す る

と、 中世以降に比 定される 可能性が刷 い。 覆 土は比較

的均質 な灰褐色粘 土が中心であり、 細か く 分層できる

状態にはない。 規模及び覆 土の状態か ら、 両ト レ ン チ

での検出 溝 は、 方形区画として 連続して いる 可能性が

認められる 。 また、 高速道 用地内発掘調査において 確

認されて いる 、 中世館関連の推定されて いる 二重 の方

形溝 区画のうちの外側 溝 (S Dl008) へと連接す る 可能

性も 指摘されよう。

13号ト ン レ チ 掘削状況

13号 トレ ン チにおいて は、 ト レ ン チ断面において 長さ32m以上 の範囲にわ たり、 階段状 を呈 した掘 り込 みが検

出 されて いる 。 底 面は確認できて いないか、 か なりの深 さをも つ掘り込 みと想 定され、 その位置か ら判 断して 、

高速道 路用地内での調査により確認された二重 の方形溝 区画のうちの内側 の溝 に該当す る と判 断される 。 こ の溝

は幅約lOm、 深さ2.5mに達す る 大 規模なも のと報告されて おり、 調査者のご教示 によれば 、 溝区画 の痕 跡は現在

の水田区画にも 遺存して いる とのこ とである 。 当トレ ン チの設定位置はその痕 跡上 にあたり、 大 規模 な中世溝 を

斜 めに縦 断して いる 可能性 は高 い。 なお、 覆 土には若干 の古墳時代土器 破片 と炭化物 の混入 か認 められた。 中世

所産 の遺物 として は内耳 土器 破片 を1 点確認できる 。

高速道居住域遺構 （古墳時代） と の関連

高速道 路用地内における 調査では、 中世の溝 と一 部重複す る 位 置で、 古墳時代の大 規模 な溝 が検出 されて いる 。

古墳時代の溝 は、 幅l3rn 深さ1 .5mの規模 をも ち、 方形一 部 には円 形にも 近 く 連続し、 一辺 10 0 111 を越える 大区画

が形成 されて いる とのこ とである 。 区画内に存在す る 多 数の土堀 と、 溝 内の堆栢 土中 か ら、 土器 を中心として 、

石製腕飾類 • 玉類 ・ 銅 製 品 などきわ めて 多 数の遺物出 土が認められたという。 こ の大溝 の連続範囲 を、 高速道 路

用地内に隣接した圃場整備対象地内で確認す る ことは、 当地区 調査の主眼とも いえる 点 であった。

圃 場整備事業にとも なう調査の制約か ら、 ト レ ン チ設定位置が適切 である とはいい難 いか、 IV章 で詳述す る と

こ ろの「枡下 地点」の居住 域遣構は別 として 、 中世溝 検出 に及んだ13号 ト レ ン チを除 いて 、 その存在を確認す る

には及ば なか っ た。 13号 ト レ ン チを除 く 11- 18号 ト レ ン チでは、 地表下1 rn の範囲 までは、 低湿 な環境において

形成 された一 連の粘 土層の堆租 が観察 され、 当該 期 逍物 出 土も 認められない。 プラ ン ト ・ オパール 分析調査結果

(111章） か らも 、 水田層 存在の可能性は指摘できる が、 大溝やそれが構築されて いる 微高 地の連続を確か める 材料

は得られない。 ただし、 13号 トレ ン チでは、 前述 した中世の溝 ととも に 、 古墳時代土器 破片 の出 土 も 認 められ、

大溝 区画の存在す る 微高 地の連続部 分に該当して いる との想 定は可能と思 わ れる 。

以 上 、 不 備の多 い調査内容か ら、 判 断を下 す こ とにはためらいを感 じ る が、 当調査 の所見として は、 高速道 路

用地内で検出 された古墳時代大溝区 画は、 13号ト レ ン チの北 側 を境として 低湿 地へと連 接し、 それが構築されて

いる 微高 地は、 圃場整備事業対象地には部 分的にしか 連続しない可能性 を指摘 して おく 。 なお、 微高 地の推定範

囲について は、 圃場整備事業の施工 において 設計 を変 更 し、 盛 土により保 護す る 措置 が講 じ られた。 また、 当調

査区北 縁で確認された居住 域遺構との関連について は、 IV章 において 再 検討す る こ ととす る 。
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lll - 2 

2 号
1 11 - 3 

1 号
Ill - 4 111 - 5 

1 号
1
2

 

5
 

I l l - 2 調査区

1号ト レンチ （全長380m)

lー 現代にいたる耕 作土層 シ ルト 質

2一 灰黄褐色砂混 合シルト 層 畑 地？

3 ー 黄褐色砂 層（平安時代氾濫層 ）

4 一 灰黄褐 色 シ ルト 層（平安時代遺物包含層）

5 ー 黒褐色 シ ルト 層 やや粘 土質

1 1 1 - 3 調査 区

1 号ト レ ン チ （全長95m )

lー 現代にい たる耕 作土 層

2一 黄褐 色粗砂 層（氾濫層 ） 近世？

3 一 褐 色粘 土 層（水田 層 ）近世？ 畦畔 2検出

4 ー 砂 を混 合した褐 色粘 土 層

5 一 粘 土を混 合した黄褐色粗砂 層（氾濫層）中世？

6 ー 黒褐色粘 土 層（水 田 層） 中世？ 畦畔 l検出

2号ト レンチ （全長63m)

1 一 現代にいたる耕 作土層

2一 褐色粘 土層

3 ー 黒褐色粘 土層

4 ー 黄褐色砂 層

5 一 灰褐色粘 土層（水 田 層 ） 平安時代？ 畦畔 2検出

I l l - 4 調査区

1号ト レンチ （全長49m)

1 一 現代にいたる耕作 土層

2一 砂礫 を混 合した灰褐色粘 土 層

3 一 灰褐色粘 土層

4 ー 砂礫混 合黒褐色粘 土 層 古墳時代土器 破片 出土

5 ー 砂礫 を多く混 合した黄褐色粘 土層（基盤層 ）

I l l - 5 調査区

1号ト レンチ （全長35m)

lー 現代にいたる耕 作土層

2一 砂 を混 合した褐色粘 土 層

3 一 灰褐色粘 土 層

4 ー 褐 色 シ ルト （氾濫層）平安時代？

5 ー 黒褐色粘 土 層（水田 層 ） 平安時代？

4 号ト レ ン チ （全長78m)

1 一 現代にいたる耕 作土層

2一 砂 を多 く 混 合した灰褐色粘 土 層（氾濫層 ） 中世？

3 一 砂 を混 合した灰褐色粘 土 層（氾濫層 ） 中世？

4 一 褐 色粘 土 層（水 田 層 ） 中世？ 畦畔 2検出

5 ー 黒褐色粘 土 層

III - 3 1 号トレンチ
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4 平成 2 年度の発掘調査

( 1 )  調査概要

第 4 年次の平 成2 年度調査 は、 聖川 西岸の傾斜 地に属する水田域、 塩崎四 野宮 地籍と上 石川 地籍が対象 地とな

った。 便宜的に3 ヶ所の調査区を設定して調査 を実 施することとした。

IV - 1 調査区

聖川堤防沿 いの西側 水田域に あたるこ の地区に おいては、 現況 の条里的な水田 景観に 著しく乱 れを生じ させて

いる帯状 の水田区画が観察 され、 聖川氾濫の影響 かとくに濃厚 な一 帯と予 想された。 設定した試掘坑においては、

例 外なく聖川氾濫に由来すると考えられた砂礫 層の断続的な堆積が認められ、 聖川 に接近 するほどその規模と厘

層性を増 す傾向 がうかがわ れた。 現況 の水田耕 作土直下 に厚 い砂礫 層を認める場合が多く、 氾濫のピ ー ク は近世

に設定されるものと思 わ れる。 この時期 、 当該 地の水田耕 作は、 大 きく衰退 したことを土層の観察 から窺 い知 る

ことができる。 また、 地表下 1 m前後では黒色泥炭質粘 土層が確認される場合もあり、 本来、 この地域が低湿 な

環境下にあったことも指摘される。 黒色粘 土層を、 中世から平 安時代の水田土壌 に対応 させるとしたなら、 聖川

氾濫の活発化 する以 前には比較 的安定した水田域であった可能性が高 い 。 なお、 23号 ト レンチにおいては、 近世

氾濫層に被覆 された水田遺構を拡張のうえ平 面検出し、 水田面を切 り込む等間隔 の溝 状 施設を確認した。

IV - 2 調査区

北 • 西側 が山地に接するこの地域は、 かなりの傾斜 地に位置することから、 棚 田に近 い水田地帯となっている。

水田土壌下 に、 角 礫 を中心とした砂礫混入 層を検出する場合が多く、 標 高 を上げるほどに耕 作土層の堆積は薄く

なる。 極 端 な場合、 現況 の耕 作土2 0cm を別として以下砂礫混 合層が連続している例 もあり、 山手からの土石押 し

出しにより形成された崖錐 地形に近 い立地と判 断することができる。 試掘坑内では明 確な埋没水田層を把握する

には至らず、 当該 地においての水田開発と経営 は、 他 地区に比較 して新 しい時期 に求 められる可能性が指摘され

る。

IV - 3 調査区

前年度 のIII - 3 調査区に隣接 した聖川沿 岸部 にあたる。 同河川 の氾濫の影響 から堆積活動 が活発なため、 埋没

する平 安時代水田遺構までの深 さか2 m近くに達 することが予 想されてきた。 試掘坑による調査 所見 では、 地表

下 1mまでの間 で、 近世の水田層とそれを被覆 する複 数の氾濫層の存在を確認したものの、 上流 域のIV - 1 調査

区と比較 すると、 氾濫層中 に大礫 の混入 が少 なく、 堆積のあり方に差異 が指摘される。

IV - 1 調査区 （東 よ り） 22号 ト レ ン チ 掘削状況
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図14 平成 2 年度の 調査地 ( l : 5 , 000) 
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(2) ト レ ン チ 内 の 土層序

IV - 1 調査区

2 号ト レンチ （全長87m )

1 一 現代にいた る耕 作土層

2 一 砂 を 多 〈 混合 し た 黄褐 色粘 土（氾濫層）

3 一 褐 色粘土

4 ー 黄褐 色粘土

5 ー 黒 褐 色粘土

6 ー 黒 色粘 土

5 号 ト レンチ （全長25m)

l ー 現代にいた る耕作 土層

2 一 砂 を 多く混 合し た 黄褐 色粘 土層（氾濫層）

3 一 褐 色粘 土層

4 ー 砂を 混 合し た 褐色粘 土層

5 ー 砂礫 を 多く混 合し た 褐灰 色粘 土層（氾濫陪）

6 ー 黒褐色粘 土層

2 0号ト レンチ （全 長34m)

l ー 現 代にい た る耕作土 層

2 一 砂 を 混 合し た 褐色粘 土層

3 一 砂 を 混 合し た 灰褐 色粘 土層

4 ー 黄褐 色砂礫｝罹 （氾濫陪）

5 ー 砂 を 多く混 合し た 黒褐 色粘 土層

23号ト レンチ （全長60m)

l ー 現代にいた る耕作 土層

2 一 砂を 混 合し た 黄褐 色粘 土層

3 一 褐 色粗砂 層（氾濫層） 近世陶磁器 破 片 出 土

4 一 灰褐色粘 土層（近世水 田 層） 水田面 を 切 り込む 等間

隔 の溝 状 施設 を 確 認 拡張 のうえ平面検出

IV - 2 調査区

1 号 ト レンチ （全長43m)

1 ー 現代にいた る耕作 土層

2 一 褐色粘 土層

3 ー 砂 を 混 合し た 黒褐 色粘 土層

4 ー 砂礫 を 多 〈 混 合し た 黒褐 色粘 土層（氾濫陪）

5 ー 砂 を 多 く 混 合し た 灰黄色粘 土層

IV - 3 調査区

1号ト レンチ （全長95m )

1 一 現代にいた る耕 作土層

2 一 砂 を 混 合し た 黄褐 色粘 土層

3 一 灰褐色粘 土層

4 一 砂 を 混 合し た 灰褐色粘 土層

5 ー 砂礫 を 多 〈 混 合し た 黄褐色粘 土層

6 一 灰褐色枯 土層

IV - 1 2 号 ト レ ン チ 土層断面
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IV - 1 20号 ト レ ン チ IV - 2 1 号 ト レ ン チ

IV - 3 1号 ト レ ン チ JV - 1 23号 ト レ ン チ拡張

23号 ト レ ン チ拡張区検出状況 23号 ト レ ン チ拡張区検出状況
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(3) 拡張区の調査状況

23号 ト レ ンチ拡張区 (75mり

地表下4 0cm(標裔259 . I m付近） において、 厚 さ15cm の砂 層に被覆 さ

れた近世水田 陪 と、 水田 面に等間 隔 に並ぶ溝 状 の切 り込みとが観察

され、 拡張によ り 水田面 を露呈 することとした。 水田面を被毅 する

砂層 は、 凝灰岩 に由来する粗砂 によ り構成され、 聖 川によ る氾濫堆

租 と推定される。 堆積砂 の様相や位置関係 からみて、 昭和63年度に

検出 された 7 号 ト レ ン チ拡張区近世水田 遺構と 、 一 連の氾濫堆積に

基づく同 時埋没の可能性が指摘される。

水田面 を切 り込む溝状 の掘り込みは、 幅30cm 深さ2 0cm 前後の規模

によ り、 ほぼ束 西方向 に掘 削され、 30- 4 0cm の間 隔 を開 けて並列 し

ている。 溝 数は検出 範囲 で22本、 ト レ ンチの断面においては50本が

確認され、 かなり広範囲 の水田 面に分布 する可能性が示唆 される。

溝 の断面 形状 はU 字形、 底 面には凹 凸 が著 し〈 、 水田 面を掘削して

から間 もない時点 で埋没したもので あろうか。 砂 層中 には掘削に伴

い排出 された粘土塊 の混入 が少醤 認められるか 、 掘削によ る排出 土

のほとん どは搬 出 された らしく、 水田面 にその痕 跡がま ったく残さ

れてはいない。 遣 物 の出 土も、 近世陶磁器 破片若干 が検出 されてい

るに過 ぎ ない。 溝 の整然 とした配列 状態、 丁寧 な掘削状態、 排出 土

の搬出状態 から推定して、 その構築 にかなりの労力を必要 としたこ

とがうかがわ れる。 水田 耕 作に直接 かかわ りをもつ施設で あるのか、

他 の目 的 をもったなん らかの施設で あるのか、 判 断する根拠 がなく、

現段階 においては、 その性格 と構築意 図について不明 といわ ざ るを

えない。

なお、 調査区 を斜 めに横切 って、 氾濫層上 部 の水田層から掘り込

ま れた4 本 の溝 と1 本の暗渠 とが並列 して重複 している。 。 4 m  

図15 23号トレ ン チ 拡張区 (1 : 100) 
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III プ ラ ン ト ・ オ パー ル分析

「 プ ラ ン ト ・ オ パー ル分析調査報告書 � 石 川 条里遺跡一」 昭和62年度 ～ 平成 3 年度

古環境研究所

1 は じ め に

石川条里遺跡では、 昭和6 0年 度に宮 崎大学 の藤原宏志博士 によって、 プラント ・ オ パール分析調査が行なわ れ、

地下2 mにイ ネ のプラント ・ オ パール密 度のピ ー ク が認められた こ と か ら、 古 代水田 跡が埋蔵さ れている可能性

が高 いこと が指摘さ れてい た 。

今回 は、 こ のと きの調査地点に近 接する一 帯において、 古 代水田の埋蔵層位と 分布範囲 の探査を行なった もの

である。 なお、 分析ならびに分析結果 の検討 については藤原 氏の指導 を受けた。

以 下にプラント ・ オ パール分析調査の結 果を報告する。

2 分 析 法

プラント ・ オ パールの抽 出 と 定麗 は、 「プラント ・ オ パール定量 分析法 （藤原1976) をもと に、 次の手順 で行な

った 。

(1) 試料土の絶乾(105℃ · 24時間）、 仮比重測 定

(2) 試料土約 1 g を秤 量 、 ガラ ス ビ ー ズ添加 （直径約40µm 、 約o . oz g )

※ 電子 分析天秤 により1 万 分の1 g の精 度で秤 量

(3) 電気炉灰化法による脱 有機 物処理

(4) 超音波 による分散 (150W · 26Khz · 10分間）

(5) 沈底 法による微粒 子 (20µm以下）除去 、 乾燥

(6) 封入剤 （オ イ キ ッ ト ） 中 に分散、 プ レ パラ ー ト 作成

(7) 検鏡 ・ 計 数

同定は、 機動細 胞珪酸 体に由来するプラント ・オ パール （以下プ ラ ン ト ・ オ パー ルと略す）をおもな対象と し、 4 00

倍 の偏光顕微鏡 下で行 なった 。 計 数は、 ガ ラ ス ビ ー ズ個 数が300以 上 になるまで行なった。 これはほぼプレ パラ ー

ト 1 枚 分の精 査に相 当 する。 試料1 g ぁ た りのガ ラ ス ピ ー ズ 個 数に、 計 数さ れた プラント ・ オ パールと ガラ ス ビ
ー ズ 個 数の比率 をかけて、 試 料1 g 中 のプラント ・ オ パール個 数を求 めた 。

また 、 この値 に試料の仮比重（仮比重 を すべ て1 . 0と仮定す る） と 各植 物 の換算 係 数 （機動細胞珪酸体 1 個あ た り の

植物乾重 、 単位 ： 10-s g ) をかけて、 単 位面 積で層厚 1cm あた りの植 物 体生産 量 を産 出 した 。 換算 係 数は、 イ ネ は赤

米 、 ヨ シ 属はヨ シ 、 タ ケ 亜科 はゴ キ タ ケ の値 を用いた 。 そ の値 は、 そ れぞれ2 . 94 (種実重 は 1 . 03) 、 6 . 31 、 0 . 48 であ

る （杉山 • 藤原1987) 。

3 分析結果

プラント ・ オ パール分析の結 果を表および図に示 す。 なお、 稲 作跡の検証及び探査が主目 的 であるた め、 同定

及び定量 は、 イ ネ 、 ヨ シ 、 タ ケ 亜科 、 ウ シ ク サ 属（ス ス キ や チ ガヤ な ど が含 ま れ る ） 、 キ ビ 属（ ヒ エ な ど が含 ま れ る ）

の主要 な3 分類群 に限定した 。
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4 考 察

昭和62年度

(1 )  水田跡の探査

水 田跡の確認や探査を行なう場合、 イ ネ のプラン ト ・ オパールが試料1 g ぁ たり およそ5 ,000個以上 と多 量 に検

出 された場合に、 そこで稲 作が行なわ れていた可能性が高 いと判 断している。 また、 その層にプラント ・ オパー

ル密 度のピ ー ク が認められれば 、 後代のものが上 層から混 入 した危 険性 は考えに〈 く なり 、 その層で稲 作が行な

わ れていた可能性はより 確実なものとなる。 以 上 の判 断基準 に基づいて、 稲 作の可能性について検討 を行なった。

G l 地点では、 l 層から8 層まで連続的に試料を採取した。 分析の結 果、 1 層及び3 層- 7 層でイ ネ のプラ ン

ト ・ オパールか検出 された。 このうちプラント ・ オパール密 度のピ ー ク が認められたのは、 1 層下部 、 3 層下 部

- 4 層、 および弥生時代とされる5 層- 6 層である。 これらの層では、 プラン ト ・ オパール密 度は10, 000個/ g

前後と非常 に高 い値 であり 、 稲 作が行なわ れていた可能性はきわ めて高 いと考えられる。

7 層では、 密 度は2 ,4 00個 と低 い値 であるため、 同 層で稲 作が行なわ れていた可能性 は考えられるものの、 上 層

から後代のプラン ト ・ オパールが混 入 した危 険性 も否 定できない。

同 様 にしてほかの地点についても、 検討 を行ない、 （中略） 5 層では、 試料が採取された1 7 地点の全てからイ ネ

のプラン ト ・ オパールが検出 された。 このうち、 稲 作が行なわ れていた可能性が高 いと判 断された地点は11地点

に達 しており 、 調査区のは ぱ 全域に分布が見られた。 したがっ て、 同 層では調査区のほぼ全域で稲 作が行なわ れ

ていたものと推定される。

6 層においても、 試料が採取された5 地点の全てからイ ネ のプラン ト ・ オパールが検出 された。 このうち、 稲

作が行なわ れていた可能性が高 いと判 断されたのは4 地点である。 したがっ て、 同 層の分布している範囲では、

は ぼ全域で稲 作が行なわ れていたものと推定される。

(2) 稲籾の生産量の推定

弥生時代と見られる5 層、 6 層のうち、 稲 作が行なわ れていた可能性が高 いと判 断された層について、 そこで

生産 された稲籾 の総量 （面積10 a あ た り）を算 出 した。 その結 果、 5 層で平均8 . 0t 、 6 層で平均12.6 t と推定され
t· ヽ

0

当時の稲籾 の年間収 量 を面積10a あたり 100kg と仮 定すると、 5 層ではおよそ8 0年間 、 6 層ではおよそ130年間

にわ たって稲 作が営 まれていたものと推定される。 5 層、 6 層は弥生時代と見られていることから、 当調査区で

は弥生時代におよそ2 00年間 にわ たっ て稲 作が営 まれていたものと推定される。

なお、 これらの値 は、 収穫 方法が穂刈 り で行なわ れ、 稲 わ らが全て水 田内に還元 されたことを前提 として求 め

られている。 ここで推定した稲籾 の生産 総量 ならびに稲 作期間 は、 あく までも目安として考えられたい。

(3) 古環境の推定

ネ ザサ などのタ ケ 亜科植 物 は、 比較 的乾いた土壌 条件 のところで生育し、 ヨ シ は比較 的湿 っ た土壌 条件 のとこ

ろに生育している。 このことから、 両 者の出 現傾 向 を比較 することによって、 土層の堆積環境（乾湿）を推定する

ことかできる。

全体的に、 6 層以 下ではヨ シ 属が優勢 であるか、 イ ネ の出現にともなっ てヨ シ 属は激減 する傾向 が認められた。

このことから6 層以 下ではここはおおむ ね ヨ シ の繁茂 する湿 地であったが、 そこを開墾 して水 田稲 作が開始され

たものと推定される。
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昭和63年度

(1 )  稲作の可能性 に つ い て

（前文略） 弥生 時代とされる5 層につ いては1 7 地点で試 料が採取された。 分析の結果 、 イ ネ のプラ ン ト ・ オパー

ル が検出されたのは9 地点 である。 このうち 、 稲 作の可能性が高 いと判 断された地点は、 調査区東側 に分布する

J 2 、 K 2 、 K 3地点及び西 端 の、 0 2 地点の4 地点であっ た。 また、 稲 作の行なわ れた可能性 は考えられるも

のの、 上層 などからの混入 の危 険 性も考えられると判 断された地点は、 M 3 の1 地点のみであっ た。

以 上 のことから、 同 層 で稲 作が行なわ れていたのは、 調査区東側 及び西 端 の比較 的限られた範囲であっ たもの

と推定される。

(2) 古環境の推定

稲 作が行な わ れていた可能性が高 いと判 断された地点ではイ ネ の卓越 が見られたが、 その他 の地点ではヨ シ 属

の圧倒 的な卓越 が認められた。

したがっ て、 調査区東側 及び西 端 の比較 的限られた範囲では稲作 が行なわ れていたものの、 その他 の地点 はヨ

シ が繁茂 するような湿 地であっ たものと推定される。

平成元年度

(1 )  古代水田跡の探査

（前文略） No. 2 地点では、 1 層 （現表土） から、 約5 . 0m深の21層につ いて、 連続 的に分析を行なっ た。 その結

果 、 1 層- 12層 、 14層 、 19層 - 2 0層の各 層でイ ネ のプラ ン ト ・ オパー ル が検出 された。 このうち 、 1 層- 7 層、

9 層、 11層 では密度 が5, 000個/ g 以 上 と高 い値 であり、 明 瞭 なピ ー ク が認められた。 し たがっ て、 これらの層で

稲 作が行 なわ れていた可能性 は高 いと考えられる。 また、 その他 の8 層、 1 0層 、 12 層、 14層 、 19-2 0層では、 密

度 が8 00- 3, 4 00個/ g と低 いことから、 稲 作が行なわ れていた可能性はあるものの、 上 層または他 所からの混入

の危険性 も考えられる。

以 上 のことから、 同 地点 で稲 作が本格的に開始 されたのは、 11 層 （約2 . 5m深） の時期 からと推定される。 また、

その後 もほ ぱ 継続して稲 作が行なわ れて、 現在 に至っ たものと推定される。 なお、 各層の堆積時期 は不明 である

が、 プラ ン ト ・ オパー ル の検 出状況や地表面からの深度 などからみて、 11 層が弥生時代の水田層 に相当するもの

と思 わ れる。

その他 の地点につ いても同様 に検討 を行ない、 （中略） その結果 、 聖川 の西 側 の低 地に分布するNo. 3 - No. 6 、 No. 8

-No.1 1、 No.13、 No.14 の各 地点では、 地下2 . 0-3. 0m深の土層においてイ ネ のプラ ン ト ・ オパー ル がおよそ10, 000

個/ g 以 上 と非常 に高 い密度 で検出 され、 明 瞭 なピ ー ク が認められた。 したがっ て、 これらの土層で稲 作が行な

わ れていた可能性 が高 いと考えられる。 なお、 上 記 のNo. 2 地点と同様 に、 これらの土層は弥生時代の水田層 に相

当するものと思 わ れる。

(2) 古環境の推定

ネ ザサ などのタ ケ 亜科植 物 は、 比較 的乾いた土壌 条件 のところで生育し、 ヨ シ は比較 的湿 っ た土壌 条件 のとこ

ろに生育している。 このことから、 両者の 出現傾向 を比較 することによっ て、 土層の堆積環境（乾湿） を推定する

ことができ る。 同 遺跡では、 全体的にヨ シ 属が卓越 しており、 タ ケ 亜科 は少 量 である。 ヨ シ 属は、 イ ネ が出現す

る層位より も下層 では圧倒 的に卓越 し ているが、 イ ネ の出現にともなっ て急激 に減少 する傾向 が認められた。 こ

のことから、 調査区一帯 は稲 作が開始される以 前はヨ シ の繁茂 する湿 地帯であり 、 そこを開墾 して水田が造 成さ

れたものと推定 される。
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平成 2 年度

（前文略）当該 調査区ではNo. l -No.10の10地点につい てポー リ ン グ 調査を行 なった 。 そ の結 果、 全体的 に砂レ キ

層 に達す るまでの深度が浅 〈 、 特 にNo. l 、 No. 4 、 No. 6 、 No. 8 、 No. 9 、 No.10の地点 ではおよ そ 30cm 深未満 と、 耕 作

度 の直下がす ぐ に砂 層もしく は砂レ キ 層となってい る。 分析 の結 果、 これらの各層 ではい ずれもイ ネ のプラ ン ト ・

オパールが高 い 密 度で検出された が、 これは現在 もしく は比較的 最近 の水 田耕 作に由来す るものと考えられる。

次 に、 地表 下30cm 深よ り 下層 まで試料が採取された そ の他 の地点につい て検討 を行 なった 。

No. 2 地点では、 2 層 - 5 層 (76cm深） につい て試料が採取された。 分析 の結 果、 5 層 では、 プラ ン ト ・ オパール

密度 が8 , 5 00個/ g と高 い 値 であり 、 い ずれも明 瞭 なピ ー ク が認 められた 。 した がっ て、 こ れらの層 で稲作 が行な

わ れてい た 可能性は高 い と考えられる。

No. 3地点 では、 1 層 - 6 層(45cm深）につい て試料が採取された 。 分析 の結果 、 これらの全 てからイ ネ のプラ ン

ト ・ オパールが検出 された 。 このう ちl 層- 3 層 につい ては、 現在 もしく は比較的 最近 の水田耕作 に由来す るも

のと考えられる。 5 層 では、 プラ ン ト ・ オパール密 度が6 , 2 00個 / g と高 い 値 であり 、 明瞭 なピ ー ク が認 められ

た 。 した がって、 同層 で稲 作が行なわ れてい た 可能性は高い と考えられる。

No. 5 地点 では3 層- 4 層 (36cm深） につい て試料が採取 された 。 分析 の結 果、 これらの全 てからイ ネ のプラ ン ト ・

オパールが検出 された 。 このう ち4 層 では、 プラ ン ト ・ オパール密 度か5 ,9 00個 / g と高い値 であり 、 明 瞭 なピー

ク か認 められた。 した かって、 同 層で稲 作が行 なわ れてい た 可能性は高 い と考えられる。

No. 7 地点 では4 層 - 7 層 (90cm深） につい て試料か採取された 。 分析 の結 果、 これらの全 てからイ ネ のプラ ン ト ・

オパールが検 出された 。 このう ち、 5 層では、 プラ ン ト ・ オパール密 度が5,6 00個/ g と高 い値 であり 、 明 瞭 なピ
ー ク が認 められた 。 した がって、 同層 で稲 作が行なわ れてい た 可能性は裔 い と考えられる。

以上 のよ う に、 同調査区ではNo. 2 地点 の3層 と5 層、 No. 3 地点の5 層、 No. 5 地点 の4 層 、 No. 7 地点 の5 層 など

で、 稲 作跡が埋蔵されてい る可能性が高 い と判 断された 。 なお、 そ の他 の層でもイ ネ のプラ ン ト ・ オパールが検

出 された が、 密 度は比較的低い値 である。 プラ ン ト ・ オパール密 度が低 い 原因 としては、 ①稲作 が行 なわ れてい

た 期間 が短 かった こと、 ②洪水 などによ って、 耕 作土 か流 出した こと、 ③ 土層 の推租速 度が早 かった こと、 ④稲

砧 の大部 分が水田外に持 ち出されてい た こと、 ⑤ 採取地点 が畦畔 など耕作 地以 外であった こと、 ⑥ イ ネ の生産 性

が低 かっ た こと、 ⑦近辺 の水 田からの混入 であることなどが考えられるか、 ここでの原因 は不明 である。

平成 3 年度

( 1 )  稲作の可能性 に つ い て

（前文略）No. 1 地点では、 7 層 -10層につい て分析 を行なった 。 そ の結 果、 7 層と8 層（約110-140cm深） でイ ネ

のプラ ン ト ・ オパールが検出 された 。 プラ ン ト ・ オパール密 度は12 , 6 00-38 , 7 00個/ g と非常 に高 い 値 である。

した がって、 これらの層で稲 作が行なわ れてい た 可能性はきわ めて高 い と考えられる。

No. 2 地 点では6 層 -13層 ( 8 層 は 除 く ） につい て分析 を行 なった 。 そ の結果 、 6 層-10層 でイ ネ のプラ ン ト ・ オ

バールが検出 された。 このう ち、 6 層（約130cm深） では密 度が32 ,1 00個 / g と非常 に高 い 値 である。 残る 7 層 -10

層 では、 密 度が1, 000個 / g 未満 と低い値 である。 した がって、 これらの層で稲 作が行 なわ れてい た 可能性が考え

られるものの、 上 層もしく は他 所からの混 入 の危 険 性も否定 できない 。

No. 3地点 では、 8 層-14層 につい て分析 を行 なった 。 そ の結 果、 8 層と9 層でイ ネ のプラ ン ト ・ オパールが検

出 された 。 このう ち、 9 層 （約180cm深） では密 度が5, 4 00個/ g と高い 値 であり 、 明 瞭 なピ ー ク が認 められた。 し

た がって、 同 層で稲 作が行 なわ れてい た 可能性は高 い と考えられる。 8 層では、 密 度は3, 8 00個/ g と比較的低 い
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値 である。 した かって、 同 層 で稲作 が行なわ れていた 可能性 が考えられるものの、 上層 もしく は他 所か らの混入

の危険性 も否 定できない。

No. 4 地点 では、 3 層 -14層 について分析 を 行 なった 。 その結果 、 3 層 と4 層 でイ ネ のプラ ン ト ・ オパールが検

出 さ れた 。 こ のうち、 4 層 （約1 40cm深） では密 度が2 1, 6 00個/ g と非常 に高 い値 であり 、 明 瞭 なピ ー ク が認め ら

れた 。 また 、 3 層 でも密度 が10, 8 00個/ g と非常 に高 い値 である。 した がって、 こ れらの層 で稲作 か行なわ れて

いた 可能性 はきわ め て高 いと考えられる。

No. 5 地点 では、 8 層 - 12層 ( 1 1 層 は 除 く ）について分析 を 行なっ た 。 その結果 、 こ れらすべ ての層 か らイ ネ のプ

ラ ン ト ・ オパールが検出 された。 こ のうち、 12層 （約1 40cm深）では密 度か16 , 2 00個/ g と 非常 に高 い 値 であり 、

明瞭 なピ ー ク が認め られた 。 また 、 8 層 でも密度 が17,4 00個/ g と非常 に高 い値 である。 した がっ て、 こ れらの

層 で稲作 が行 なわ れていた 可能性はきわ め て高 いと考えられる。 残る9 層 と1 0層 でも、 密 度が6 . 8 00-9 , 9 00個／

g と高 い値 であるこ とか ら、 稲作 が行 なわ れていた 可能性は高 いと考えられる。

No. 6 地点 では、 4 層 - 6 層 について分析 を 行 なっ た 。 その結 果、 こ れらすべ ての層 か らイ ネ のプラント ・ オパ
ールが検出 さ れた 。 こ のうち、 6 層 （約80-120cm深）では密 度が17 , 500個/ g と非常 に高 い値 であり 、 明 瞭 なピ ー

ク が認め られた 。 また 、 4 層 でも密 度が12 , 7 00個/ g と非常 に高 い値 である。 した かっ て、 こ れらの層 で稲作 が

行 なわ れていた 可能性 はきわ め て高 いと考えられる。 残る5 層 でも、 密 度が7 , 4 00個/ g と高 い値 であるこ とか

ら、 稲作 が行 なわ れていた 可能性は高 いと考えられる。

No. 7 地点 では、 5 層 - 6 層 について分析 を 行 なった 。 その結果 、 5 層 （約80-130cm深）でイ ネ のプラント ・ オパ

ールが検出 さ れた 。 密 度は同 層 上 部 で5, 100個/ g と高 い値 である。 した かっ て、 同 層 で稲作 が行 なわ れていた 可

能性 は高 い と考えられる。

No. 8 地点 では、 4 層 - 10層 ( 5 層 を 除 く ）について分析 を 行なっ た 。 その結 果、 こ れらすべ ての層 か らイ ネ のプ

ラ ン ト ・ オパールが検出 さ れた 。 こ のうち、 10層 （約140cm深） では密 度が16 , 9 00個/ g と非常 に高 い値 であり 、

明 瞭 なピ ー ク が認め られた 。 また 、 6 層 - 9 層 でも密度 が1 3 , 6 00- 2 7 ,  8 00個/ g と非常 に高 い値 である。 した が

って、 こ れらの層 で稲作 が行 なわ れていた 可能性 はきわ め て高 い と考えられる。 残る4 層 でも、 密度 が50, 000個

/ g と高 い値 であるこ とか ら、 稲 作 が行なわ れていた 可能性は高 いと考えられる。

(2) 古環境の推定

ネ ザサ などのタ ケ 亜科植物 は比較的乾いた 土壌条件 のとこ ろに生育し 、 ヨ シ は比較 的湿 った 土壌 条件 のとこ ろ

に生育してい る。 こ のこ とか ら、 両者 の出現傾向 を 比較 するこ とによっ て、 土 層 の堆積環境 （乾湿）を 推 定するこ

とができる。

No. 1地点 では、 9 層 以 下タ ケ 亜科 か卓越 している。 イ ネ か出現 する8 層 でヨ シ 属が著 し〈 増加し、 タ ケ亜科 は

は とん ど見 られなく なっている。 こ のような傾 向 はその他 の地点 でも同様 に認め られ、 イ ネ が出現する層準 もし

く はその下層 を 境 に、 それまで優勢 であっ た タ ケ 亜科 が減少 し、 か わ っ てヨ シ 属が増加している。

こ れらのこ とか ら、 稲作 が開始される以前 は、 調壺 区一 帯はおおむ ね ネ ザサ 節やク マザサ 属などのタ ケ亜科 が

繁茂 するような、 比較的乾いた 土壌 条件 で推移 し ていた ものと推 定される。 その後 、 何 らか の原 因 でヨ シ 属が繁

茂 するような湿地的 な環境 に移行 した ものと考えられ、 そこ を 開墾 して水田が造 成さ れた ものと推 定さ れる。 な

お、 稲作 の開始 以降も依然 としてヨ シ 属が多 く 見 らえるこ とか ら、 水田雑草 などとしてヨ シ 属が生育していた こ

とも考えられる。

以上 のように、 調壺 を 行 なった は とん どの地点 で、 地表 下約12 0-150cm 深の層 準 でイ ネ のプラント ・ オパール

密 度のピ ー ク が認め られ、 稲作 が行なわ れていた 可能性が高 いと判 断された 。 なお、 同層 準 より 下層 ではイ ネ の
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プ ラ ン ト ・ オ パー ルが検 出 さ れ て い な い こ と か ら 、 同 層 準の時期は 当 該遺跡に お け る 稲作の開始時期 （ 弥生時代 ？ ）

に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。
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No.  1

地

点

試料名 深 さ
c m  

層厚
c m  

仮比重 イ ネ
個 / g

（籾総量）
t / l O a  

ヨ シ属
個 / g

タ ケ亜科
個 /g

ウ シ ク サ族
個 / g

キ ピ族
個 / g

点

名

地

2
 

7
8
9
10

No

m
 

6
0
9
1

 

0
3
3
7

 

l
l
l
l

 

深 さ
c m  

4
9
2
9

 

2

3
2
 

層厚
c m  

0
0
0
0

 

0
0

 0
0

 

．
．
．
．

 

l
l
l
l
 

仮比重

0
 0
0
0

 

0
0

 

7
6

 

.,
 

8
2

 

3
1
 

イ ネ
個 / g

7
8

 0
0

 

6
6

 0
0

 

．
．
．
．

 

5
1

 0
0

 

9
1

 

（籾総量）
t / l O a  

0
0
0
0

 

0
0
0
0

 

2
3
8
7

 

9

9

9

9

 

0
6
1
2

 

3
2

 

ヨ シ属
個 / g

0
0
0
0

 

0
0
0
0

 

5
4
9
1
 

'
,
．
,

 

7
3
4
3

 

2
0
4―
 

2
 

タ ケ亜科
個 / g

0
 0
0
0

 

。，

 

ウ シ ク サ族
個 / g

0
0

 C>
C>
 

キ ピ族
個/g

点

名

地

1
2

3
 

―
―

斗

6
7
9
10
11
12
13
13

匝

印

9
5
9
3
9
l
l
l
 

2
3
5
7
7
8
l
3
 

l
l
l
l
l
1
2
2
 

深さ
cm 

6
3
4
6
2
 0
0
 9
 

2
1

3
2
1
 

層厚
c m  

0
 0
0
0
0
 0
 0
0

 

0
0
0

 0
0
0
0
0
 

．
．
．
．
．
．
．
．
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l
l
l
l
l
l
l
 

仮比重

0
0
0

 0
0
0
0
0
 

0
0
 
0
0
 

1
9
9
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．
 
2
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イ ネ
個 / g
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3
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0
0
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8
1
3
4
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0
0
0

 

•
•
.
•
•
•
•
•

 

9
2
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0
0
0
0
 

ー
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t / l O a  
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0
0
0
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0
 

0
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0
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0
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5
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9
9
8
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2
 

9

9

9

9

9

9

9
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5
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4
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0
 

4
3
6
1

1
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0
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0
0
0
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0
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0
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0
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0
 

0
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9

9

9

9

9

9

9
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2
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2
4
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4
 

l
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0
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0

 

0
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0
 
0
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9
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9

9

9
 

5

1

1
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0
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0
0
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 0
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個 /g

点

名

地
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8
9
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m
 

l
o
9
5
7
6
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6
8
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3
3
7
8

 

l
l
2
2
2
2
2

 

深 さ
c m  

9
9
6
2
9
2
2
 

l
2
2

3
l
l
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0
0
0
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0
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仮比重

0
0
0
 0
0
0
0

 

0
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I
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＇
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0
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個 /g

点

名
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3
4
5
6
7
8
9
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匝

m

4
9
0
5
5
3
5
8
3
7
5
9

 

l
3
7
7
o
l
l
2
3
3
4
5
 

l
l
l
l
2
2
2
2
2
2
2
2
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cm 

5
1
5
0
8
2
3
5
4
8
4
 

2
3

3

l
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0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
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0
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0
0
0
0
0
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0

 

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
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0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0

 

0
0

 

8
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9

9

 

0
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1
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イ ネ
個 / g

1
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0
0
0
0
0
0
0
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8
9
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0
0
0
0
0
0
0
0

 

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

7
8
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0
0
0
0
0
0
0
'::>

 

2
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（籾総量）
t / l O a  

0
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

 

0
0
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

 

8
8
4
9
9
4
4
5
0
2
9
8
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

5
1
6
1
3
2
0
2
1
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1
1
3
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ー
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0
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0
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7
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0
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⑩
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0
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表 プラ ン ト ・ オ パー ル分析結果 （平成 3 年度）
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No. 6地点

試料名 深さ
cm 

屑厚
cm 

仮比重 イ ネ
個 / g

（籾総量）
L / l O a  

ヨ シ属
個/g

タ ケ亜科
債/g

ウ シ ク サ族
個/g

キ ピ族
個/g

!- 1 
6- 2 

No. 7地点

試料名

6
9
6
3
 

3
6
7
0

 
ー

深さ
c m  

3
7
7
7
 

3

2
2

 

層厚
c m  

0
 0
0
0

 

0
0
0
0

 

•
•
•
•

 

l
l
l
l

 

仮比重

0
0
0
0

 

0
 0
0
0

 

7
4
5
8
 

9

9

9

9

 

2
7
7
2

 

l

l
l

 

イ ネ
個/g

7
4
7
0
 

1
3
6
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•
•
•
•

 

3
5
8
5
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4
3
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t / l O a 

0
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0
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9
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&
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9
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No. 8地点

試料名
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8
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0
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0
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2
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4
7
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1
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3
 

l
]
1

 

3
7
6
8
9
1

 

2
l
l
l

l
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O
O
O
O
O

表

0
0
0
 0
0
0
 

．
．
．
．
．
．

 

l
l
l
l
l
l

 

7
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6 , 600  1 , 800  

プ ラ ン ト ・ オ パー ル分析結果 （平成 3 年度）
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O印 ・ ・ • 5. 0 0 0-10 .  000 個/g未満 （稲作の可能性大）
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図 18 各層位に お け る イ ネ の プ ラ ン ト ・ オ パー ル密度 と 稲作の 可能性 （平成 3 年度）
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長 野 市 ． 石 川 条 里 No. l 地 点
1 5  1 2  9 6 3 

国 ヨ シ 国 タ ケ 亜 科

長 野 市 、 石 川 条 里 No. 2地 点
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IV 居住域遺構の調査

1 遺 構

( 1 )  調査区の位置

前述 のとおり、 闘 長野県埋蔵文化財センタ ー の高速道 調査地点から検出された「大溝」区画と微高 地は、 ト レンチ

調査 の結果 から隣接する部 分に おいてはその連続 性を確認 し得ず 、 調査区北 側 の一 部に 新 たな微 高 地を検出する

に 至った。 嵩速道 調査地点 との関 連性に ついては後節 に 譲 るとして、 この部 分の平 面的発掘調 査地区を字 名を冠 し

て「枡下 （ ク ネ シ タ）地点」 とし、 本 書では後節 に おいて考察 する理由 から「枡下 居住域遺構」 として報告 したい。

調査区は薬 師山から派生 する舌 状に のびた尾根 地形から水田耕 作の営 まれる低 地帯へ移 行する縁辺 部 の微高 地

上に 位置する。 当調 査区に て検出 した一辺 6 0m以 上 の方形状 の微高 地は、 こ の派生 尾根 地形を利 用して造 られた

ものと思 わ れる。 図2 0に おいて調査区周辺 の水田標 高 から10cm間隔 のコ ンタ ラ イ ン を引 き、 現状 地形に 残る旧地

形痕 跡の読 取りを試みた。 現地形の制約 から不明 瞭 な点が残されるが、 調査に より検出した微高 地が薬 師山派生

尾根 と連続 するものであることが看 取される。 また、 高速道 調査地点と当調 査区の間 では低 地部 分を読 み取るこ

とができる。 前章のプラン ト ・ オパール分析結 果からも、 周 辺 の土壌 堆積の推移 からこの低 地部に おいて、 比較

的乾 いた土壌 地帯→湿 地帯→ 水田 耕 作という地形利 用過 程が推 定できる等の興味 深い結果 を得ている。 これらの

成果 から後節 に おいて調査区周辺 の古環境復元 を試みたい。

調査区の所在する長野市篠ノ井西部 は実に 多 数の遺跡がある。 調査区西側 の派生 尾根 上に は、 水田耕 作面との

比高差約35mに 全長50rn級 の前 方後円墳、 中郷 古墳が所在する。 また約1.6km 北方の尾根頂 部に は全長gorn級 の川

柳将軍 塚 古墳がある。 調 査区東側 に は、 千曲川に より形成された自 然堤防 上に 塩 崎遺跡群 、 篠ノ井 遺跡群 があり、

後背湿 地帯に は石 川条 里 遺跡が所在する。 こ の自 然環境の下 、 居住域• 生産 域・ 墓 域とー 地域内を区分する生活

様式 を類推 できる点は特箪できる。
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調査区周辺空中写真 (Scale =;c 1 : 4 , 000) 
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図21 調査区の位置 と 周 辺字名 (Scale = 1 : 3 , 000) 
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図22 枡下居住域遺構全体図 (Sc,



(2) A 区の 遺構

当調査 区の北東 部 分をA 区とし た 。 古墳時代前期 の地山層 と考えられる黄褐色粘 土層 は、 標高356 . 50m前後に

堆積し ている。 この層 は南東 方向 にきわ めて緩やかに 傾斜 し 、 標高356 . 40m付近 から低湿 地帯に向 かって落ち込

む 。 調査 区近 辺 は図20 にて得られた 標 高 分布は尾根 地形から水田 域低 地帯への変換点 となっており、 現状 地形利

用状況 においても調査 区の北西 側 は果樹栽培 地であり、 南東 側 は水田耕作 地となっている。
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図23 A区遺構全体図 (Scale = 1 : 200 、 断面図 距離 1 : 160, 標高 1 : 80) 

A 区全景 （南東か ら ）
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図24 A 区遺構 ・ 遺物検出状況実測図 (Scale = l : 100) 
赤は下層の土器群 • 赤線は10cm コ ン タ ラ イ ン

微高 地の落ち際 に長軸3. 0m、 最大幅1.4mを測る凹 地を検出した。 微 高 地の落ち込みに向 かって 4 0cm幅 の開 き

がある。 この凹 地の性格について は 、 出土遺物 も皆無 なため推 定し 得ない。 また、 北東 に長軸径 7 0cm 、 短軸径6 0

cm の土 坑がある。 深さは 4 0cm であるが、 遺物は 出土しなかった。

微高 地の落ち込み部 分、 標高356.4 0m以下 から多 量 の遺 物 の出土をみた。 土師器 ・ 須恵器 • 石製 品 ・ 石器 • 石

材 ・ 炭化木材 ・ 木材 等が出土し、 上 部 の遺物包 含層から落ち込み面までに密集し て いる。 なお 、 図24は 包 含層出

土遺物 取上げ後の下 層土器群 出土状況 である。 土器 について は 破損 したものが多 いが、 比較 的近辺 にて 同一 個 体

破片 を 見つけること ができ る。 石製 品は 石釧 l、 勾玉 2 等が落ち込み部 から出土し た 。 石材は 川原石• 山石等が

混在 し、 石器は 敲打器 が多 い。 炭化木材 は自 然 木 の1 個 体のみである。 木材は ど れも脆弱 で、 南側 に板材 、 北側

に幹枝 部 分が多 い 。 これら遺物 の出土状況 は、 当区の落ち込み部 分一 面に密集してお り、 規則性は見出だし得な

い。 一 時性の一括投棄 に起 因 すると考えるよりは 、 若干 の時間幅 での連続性をもつ廃棄 を考え得る。 図22 のb 土

層断面図より、 遺物 を多 量 に包 含する層は約4 0cm 前後で、 3 層に分層でき ること からも補強 でき る。 このことは

一 定期間 内の良好な一括 資料であること を否 定するものでは ない。
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A 区検出状況 （北東か ら ）

A 区遺物出 土状況 （南西か ら ）

A 区木材検出状況 （ 南東か ら ）
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(3) B 区の遺構

当調査区の は ば中心部分 をB 区とした。 西 側 C 区との境付近 か当調査区における微高 地の最高点 となり、 標高

356.SOrn となる。 は は南東 方向 にきわ めて緩やかに傾斜 し、 低湿 地帯へ の 落ち際 へ至 る。 B区 の は ぱ中 央 で微高

地の 落ち際 ラ イ ン は東 北東 から北東方向 へ角 度を変えている。 基本的な土層の 堆梢状況 はA · C 区と同様 である

か、 A 区の ような遺物の 多 量検出 はみなかった。 検 出した遺構は掘立柱建物 跡と考えられる柱穴列 l棟分 を含 め、

土坑• 小穴13基の みである。 微高地の 北側 は ほ‘中央 部分 から掘立柱建物 跡と考えられる柱穴列 を検出 した。

掘立柱建物 跡付近 には、 明確 に柱穴 と判明

する3基の他 に 7 基の 土 坑• 小穴 がある。 l 

号柱穴 と3号柱穴 の 間 に2 号土坑 が位躍 して

いる。 直径1 .28mを測 る不 整円 形 を呈 し、 中

心には直径5 0cm を測 る円 形土坑状の炭化物の

落ち込みがみられる。 埋土 からは高杯等の 土

師器 が数点出土 し た。 他柱穴 と形態・ 規模 が

異 なるため、 掘立柱建 物跡の柱穴の一 つとな

るか不 明である。 また直径2 0- 30cm で深さ1 0

cm前 後 規模の 小穴 が3基 、 直径6 0cm で深さ1 0

cmの 土 坑が1 基、 直径8 0cm前後 で深さ5 0cm 規

模の 土 坑か2 基 みられる。B 区近景 （東か ら）
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図25 B 区追構全体図 (Scale = 1 : 200) 

- 62 -




